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３ 履 修 科 目 一 覧 表  

 
専門科目 （◎印は必修，○印は選択必修，無印は選択科目を示す

授業時間数 

1 2 3 4 

 

授業科目 
単
位
数 

前 後 前 後 前 後 前 後

学

年

ク
ォ
ー
タ
ー 

担当教員 備考 

 微分積分１ 1 15   1 1   U

 微分積分２ 1 15   1 2   U

 微分積分３ 1  15   1 3   U

 微分積分４ 1  15   1 4   U

 線形代数１ 1 15   1 1   U

 線形代数２ 1 15   1 2   U

 線形代数３ 1  15   1 3   U

 線形代数４ 1  15   1 4   U

 数理統計１ 1  15   2 1   U

 数理統計２ 1  15   2 2   U

 力学基礎１ 1 15   1 1   U

 力学基礎２ 1 15   1 2   U

 連続体力学基礎 1  15   1 3   U

 熱力学基礎 1  15   1 4   U

 物理学実験 2  60   1 3・4   U

 素材化学 A１ 1 15   1 1   U

 素材化学 A２ 1 15   1 2   U

 素材化学 B１ 1  15   1 3   U

 素材化学 B２ 1  15   1 4   U

 図学１ 1 15   1 1   U

 図学２ 1 15   1 2   U

全
学
共
通
授
業
科
目 

 離散数学 2 30   1 2   T

 複素関数論 2  30   2 3   T

 常微分方程式論 2  30   2 1   T

 偏微分方程式 2  30   3 1   T

 数値解析 2  30   2 4   T

 フーリエ解析 2  30   2 4   T

 ベクトル解析 2  30   1 3   T

 知的財産入門 1  15   3 2   T

工
学
部
共
通
科
目 

 複素関数論演習 1  15   2 3 相馬 T

 
 

 常微分方程式論演習 1  15   2 1 相馬 T

 
 

◎ 初年次セミナー 1 15   1 1 全教員 T

 
 

◎ 電気電子工学導入ゼミナール 1 15   1 2 全教員 T

 
 

○ クリエイティブゼミナール 1  15   2 2 全教員 T

 
 

◎ 電気回路論ⅠA 1 15   1 1 黒木 T

 
 

◎ 電気回路論ⅠB 1 15   1 2 黒木 T

 
 

○ 電気回路論ⅡA 1  15   1 3 廣瀬 T

 
 

○ 電気回路論ⅡB 1  15   1 4 廣瀬 T

 
 

 電気回路論演習 A 0.5 15   1 1 黒木 T

 
 

 電気回路論演習 B 0.5 15   1 2 黒木 T

 
 

◎ 電子回路 A 1  15   2 3 沼 T

 
 

◎ 電子回路 B 1  15   2 4 沼 T

 
 

◎ 電磁気学Ⅰ 2  30   2 1 喜多 T
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専門科目 （◎印は必修，○印は選択必修，無印は選択科目を示す

授業時間数 

1 2 3 4 

 

授業科目 
単
位
数 

前 後 前 後 前 後 前 後

学

年

ク
ォ
ー
タ
ー 

担当教員 備考 

○ 電磁気学Ⅱ 2  30   2 3 北村 T

 
 

 電磁気学演習 1  30   2 1 小島 T

 
 

 電気計測 A 1  15   2 3 北村 T

 
 

 電気計測 B 1  15   2 4 北村 T

 
 

 情報数学 2  30   1 3 増田 T

 
 

 論理数学 2  30   2 1 塚本 T，S 

○ 量子物理工学Ⅰ 2  30   2 1 相馬 T  

 量子物理工学Ⅱ 2  30   2 4 藤井 T，P 

 数理物理工学 A 1  15   3 1 土屋 T，P 

 数理物理工学 B 1  15   3 2 土屋 T，P 

○ 固体物性工学ⅠA 1  15   2 3 小島 T  

○ 固体物性工学ⅠB 1  15   2 4 小島 T  

 固体物性工学Ⅱ 2  30   3 1 藤井 T，P 

 電気電子材料学 2  30   3 2 藤井 T，P，E 

 光電磁波論 A 1  15   3 3 森脇 T，P 

 光電磁波論 B 1  15   3 4 森脇 T，P 

○ 半導体電子工学ⅠA 1  15   3 1 喜多 T  

○ 半導体電子工学ⅠB 1  15   3 2 喜多 T  

 半導体電子工学ⅡA 1  15   3 3 未定 T，P 

 半導体電子工学ⅡB 1  15   3 4 未定 T，P 

 集積回路工学 A 1  15   3 3 （非） T，P，S 

 集積回路工学 B 1  15   3 4 （非） T，P，S 

 ディジタル情報回路 A 1  15   3 1 沼 T，S 

 ディジタル情報回路 B 1  15   3 2 沼 T，S 

 情報伝送ⅠA 1  15   3 1 森井 T  

 情報伝送ⅠB 1  15   3 2 森井 T  

 情報伝送ⅡA 1  15   3 3 森井 T，S 

 情報伝送ⅡB 1  15   3 4 森井 T，S 

○ 情報理論 2  30   3 2 白石 T  

○ 計算機工学ⅠA 1  15   2 3 塚本 T  

○ 計算機工学ⅠB 1  15   2 4 塚本 T  

 計算機工学Ⅱ 2  30   3 1 寺田 T，S 

 言語理論とオートマトン A 1  15   3 3 山口 T，S 

 言語理論とオートマトン B 1  15   3 4 山口 T，S 

○ データ構造とアルゴリズムⅠ 2  30   2 1 増田 T  

 データ構造とアルゴリズムⅡA 1  15   3 1 山口 T，S 

 データ構造とアルゴリズムⅡB 1  15   3 2 山口 T，S 

 応用電波工学 A 1  15  4 1 （非） T，P，S 

 応用電波工学 B 1  15  4 2 （非） T，P，S 

 応用通信工学 A 1  15   3 3 （非） T，S 

 応用通信工学 B 1  15   3 4 （非） T，S 

○ 制御工学Ⅰ 2  30   2 3 大森 T 

 制御工学Ⅱ 2  30   2 4 大森 T，S，E 

○ 電気機器Ⅰ 2  30   1 4 小澤 T  

 電気機器Ⅱ 2  30   2 3 小澤 T，S，E 

○ 電力工学ⅠA 1  15   3 1 竹野 T  
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専門科目 （◎印は必修，○印は選択必修，無印は選択科目を示す

授業時間数 

1 2 3 4 

 

授業科目 
単
位
数 

前 後 前 後 前 後 前 後

学

年

ク
ォ
ー
タ
ー 

担当教員 備考 

○ 電力工学ⅠB 1  15   3 2 竹野 T  

 電力工学ⅡA 1  15   3 3 竹野 T，S，E 

 電力工学ⅡB 1  15   3 4 竹野 T，S，E 

 高電圧放電工学 A 1  15   3 3 （非） T，P，E 

 高電圧放電工学 B 1  15   3 4 （非） T，P，E 

 電気設計・製図Ａ 1  15  4 1 （非） T，E 

 電気設計・製図Ｂ 1  15  4 2 （非） T，E 

 電力応用 A 1  15   3 3 （非） T，E 

 電力応用 B 1  15   3 4 （非） T，E 

 電気法規・施設管理 1  15  4 1 （非） T，E 

◎ プログラミング演習ⅠA 0.5  15   1 3 白石 T  

◎ プログラミング演習ⅠB 0.5  15   1 4 白石 T  

○ プログラミング演習ⅡA 0.5  15   2 3 斎藤 T  

○ プログラミング演習ⅡB 0.5  15   2 4 斎藤 T  

◎ 
電気電子工学実験Ⅰ及び安

全指導 A 
1  30   2 3 全教員 T  

◎ 
電気電子工学実験Ⅰ及び安

全指導 B 
1  30   2 4 全教員 T  

◎ 電気電子工学実験ⅡA 1  45   3 1 全教員 T  

◎ 電気電子工学実験ⅡB 1  45   3 2 全教員 T  

◎ 電気電子工学実験ⅢA 1  45   3 3 全教員 T  

◎ 電気電子工学実験ⅢB 1  45   3 4 全教員 T  

◎ 電気電子工学実験Ⅳ 1  45  4 1・2 全教員 T  

◎ 卒業研究 8  180 180 4 1・2・3・4 全教員 T  

 

― 234 ―



   

 

週授業時間数 

1年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後   計 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

備考

◎ 必  修 53 2 2 1 1 2  3 3 3 3 3 3 7. 5 7. 5 6 6  

○ 選択必修 25   1 3 4 1 7 3 2 4        

  選択 Ｕ 24 5 5 6 6 1 1            

    Ｔ 70 1 3 4  7  6 9 11 6 9 9 3 2    

  合  計 172 8 10 12 10 14 2 16 15 16 13 12 12 11 9. 5 6 6  

 

 

 

 

単位数 

1年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後   計 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

備考

◎ 必  修 24 2 2 0.5 0.5 2  2 2 1 1 1 1 0.5 0.5 0 8 （注３）

○ 選択必修 24   1 3 4 1 6.5 2.5 2 4        

 選択 Ｕ 22 5 5 5 5 1 1            

    Ｔ 68 0.5 2.5 4  6  6 9 11 6 9 9 3 2    

 合  計 138 7.5 9.5 11 8.5 13 2 15 14 14 11 10 10 3.5 2.5 0 8  

（注１） ◎印は必修科目，○印は選択必修科目を示す。その他は選択科目である。 

（注２） 備考欄の記号について 

 Ｐ（電子物理工学系），Ｓ（電子情報工学系），Ｅ（電気エネルギー制御工学系）は，各系を主として履

修しようとする学生にとって必修的に要望される科目であることを示す。 

 Ｕは全学共通授業科目中の専門科目であることを示し，Ｔはその他の専門科目を示す。 

（注３） 卒業研究は４年４Ｑに８単位として表に掲載している。 
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４ 履 修 上 の 注 意  

（１）履修要領 

（ａ）総準備単位数１３８単位（全学共通授業科目の基礎教養科目，総合教養科目，高度教養科

目，外国語科目，健康・スポーツ科学科目，および情報科目を含まない）。 

（ｂ）学生が１年間に履修登録可能な単位数は，工学部規則に規定されている単位数を上限とす

る。 

（ｃ）学生の卒業に必要な単位数は最低１２６単位とする。その内訳は，次の通り。 

基礎教養科目  ６単位 

総合教養科目  ６単位 

高度教養科目  ４単位 

外国語科目 

外国語第Ⅰ（英語）  ６単位 

外国語第Ⅱ  ４単位 

情報科目 

情報基礎  １単位 

健康・スポーツ科学科目 

健康・スポーツ科学実習基礎 １単位 

専門科目 

必修 ２４単位（卒業研究８単位を含む） 

選択（注１） ７４単位（専門科目中の選択必修１８単位以上を含む） 

 

（２）内規 

（ａ）神戸大学工学部規則第７条第２項に規定する卒業研究の履修に必要な単位数は，上記に規

定する卒業に必要な単位中の最低１０７単位とする（但し，原則として４年次開講科目の

単位はここに含まない）。その内訳は，次の通り。 

基礎教養科目  ６単位 

総合教養科目  ６単位 

高度教養科目  ２単位 

外国語科目 

外国語第Ⅰ（英語）  ６単位 

外国語第Ⅱ  ４単位 

情報科目 

情報基礎  １単位 

健康・スポーツ科学科目 

健康・スポーツ科学実習基礎 １単位 

専門科目 

必修 １５単位 

選択（注１）       ６６単位（専門科目中の選択必修１８単位以上を含む） 
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（注１）専門科目の「必修」に算入していない専門科目（※１），及び他学部又は他学科の専

門科目中，当学科が認めたものは算入される。また，全学共通授業科目の選択科目

（外国語科目，健康・スポーツ科学科目，情報科目）からは最大８単位（※２）まで

算入される。 

（※１）３．履修科目一覧表の専門科目に記載されている全学共通授業科目及び工学部

共通科目を含む。 

（※２）Advanced Englishは2.5単位まで，外国語第Ⅱは１単位まで（但し，ドイツ語

中級Ｃ１・Ｃ２，フランス語中級Ｃ１・Ｃ２，中国語中級Ｃ１・Ｃ２，ロシア

語中級Ｃ１・Ｃ２のいずれか），外国語第Ⅲ（外国語第Ⅱで選択した言語以外

のもの）は２単位まで，健康・スポーツ科学科目は２単位まで（但し，講義は

１単位，実習は１単位以内），情報科目（情報科学）は２単位まで算入される。 
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５ 各 授 業 科 目 の 関 係  
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機械工学科  
 

１ 教 育 の 目 指 す も の  

機械工学とは，数学・科学・技術を駆使して，情報，エネルギー，運動などを正確に高能率でか

つ円滑に伝達あるいは変換することにより，人間生活に有益で環境に優しい高性能・高品質の製品

を効率よく生産することを追及する学問分野である。人間が道具を使うようになって以来，機械工

学はいつの時代においても社会と共に成長してきた。経済的に発展途上にあったときには，機械工

学は経済水準の向上に役立つような基礎学問として，また工業先進国となった今日では，機械工学

は独創的な最先端の技術開発に不可欠な「ものづくり」の根幹を形成する学問分野として発展して

きた。ほとんどすべての産業分野で，機械工学を専攻した技術者が活躍していることを考えても，

日本の今日の繁栄を支えてきたのは機械工学を専攻した技術者，研究者であると言っても過言では

ない。また，機械工学は，力学，数学等を基礎としながら，機械の設計・製造・制御およびそれに

係わる技術開発をターゲットとした総合的かつ実践的な学問体系をもち，あらゆる産業の基幹とな

る学問分野である。また，基礎から最先端に至る科学技術を支える中心的学問の一つと言える。こ

のことからも，機械工学が今日までの産業界全体における技術革新の原動力として果たしてきた役

割は極めて大きい。 

21世紀の機械工学は単に機械を設計・製作し，既存の機械要素技術を継承するだけでなく，新た

な技術革新を導くための基盤となる学問であることが望まれている。また，自然との調和がとれた

高度な科学技術を発展させうる学問であることが強く要求されてきている。これら複雑化した課題

や要求を満たすためには，従来の機械工学の範疇に止まらず，環境工学，電気電子工学，生物学，

物理・化学等のさまざまな技術・科学分野の学際領域にある「ものづくり」に関する技術課題を体

系的に解決しうる学問に再構築する必要がある。また，高度社会システムに対応できる技術者の育

成を目的として，社会科学と機械工学とが連携・協同した学問体系の構築も必要となる。 

以上のように新しい時代の機械工学の使命を認識し，未来の科学技術を担うとともに，国際的な

レベルでも（グローバルに）通用する優秀な高度専門技術者を養成することが，神戸大学機械工学

科の教育理念である。したがって，その教育においては語学，数学，物理学，力学などの基礎的知

識を身につけることは言うまでもなく，新しい科学技術体系に対する合理的かつ総合的な視点を養

うことが重要である。また，自然との調和性の観点から，自然科学現象に対する好奇心やそれを理

解する能力，および創造性を養うことが重要となる。さらに，地球規模で活躍するたくましさや異

文化とも協調できる幅広い人格を形成することも，今後ますますボーダーレス化する社会において

は必要である。 

神戸大学工学部機械工学科は，教養科目，専門科目通じて，次に示すような人材を養成すること

を目指している。 

(1)「変化し続ける社会や，グローバル化する社会・組織においてリーダーシップをもって活躍出来

る人材」 
(2)「積極的で旺盛な好奇心と探求心，また，新しい課題にチャレンジする精神を持って，イノベー

ションを起こすことができる人材」 
(3)「基礎学力に立脚した高度研究開発能力を有する機械工学技術者」 
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(4)「機械工学に関わる基礎学力を有し，研究者としての素養を有した人材」 
ここで，グローバル社会でリーダーシップをもって活躍するためには， 

○基礎学力に立脚した知識を備えること（ステップ１）， 
○獲得した知識を有効利用してコミュニケーション能力を備えること（ステップ２）， 
○習得した専門用語を活用して英語でのコミュニケーション能力を備えること（ステップ３）， 
○自分の理解・考えを自らの言葉で表現できる能力を備えること（ステップ４），が重要である。 
 また，イノベーションを起こすことができる能力を備えるためには， 
○豊かな基礎学力を獲得していること（ステップ１）， 
○幅広い知識を備えること（ステップ２）， 
○新しい情報を積極的に取り入れ，論理的，客観的にその情報を理解する能力を備えること 
（ステップ３）， 
○自ら進んで問題の設定とその解決を図り，新たな方法論を創出する能力を備えること 
（ステップ４），が重要である。 

以上のような能力を身につけ，新しい経験を積んだ卒業生は，ほとんどすべての産業分野で時代

を牽引していく中心的な人材として活躍が期待される。また，卒業生の 70％程度は大学院博士課程

前期課程へ進学し，さらに深い研究達成を希望するものに対して，博士課程後期課程への途が開か

れている。 
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２ 構 成 と 教 育 組 織  
 

 教育・研究分野 
教 授 
（室番） 

准教授・講師 
（室番） 

助教・助手 
（室番） 

技術職員，事務職員等 
（室番） 

応用流体工学 
（ＭＨ－１） 

山根 隆志 
（５E‐４１０） 

片岡  武 
（自１‐６０２） 

 

村川 英樹 
（３Ｅ-２０３） 混相熱流体工学 

（ＭＨ－２） 
竹中 信幸 
（自１-６０１） 

浅野  等 
（５Ｅ-４０７） 杉本 勝美 

（３Ｅ-２０３） 

エネルギー変換工学 

（ＭＨ－３） 

平澤 茂樹 

（５Ｅ-４０８） 

川南  剛 

（５Ｅ-４１５） 

白井 克明 

（３Ｅ‐１０４） 

細川 茂雄 
（自１-６０６） 

熱流体 

エネルギー環境工学 
（ＭＨ－４） 

冨山 明男 
（自１-６０７） 林 公祐 

（自１-６０３） 

 

 

固体力学 
（ＭＭ－１） 

阪上 隆英 
（自３-２２６） 

塩澤 大輝 
（自３-２２１） 

 
 
 

菊池 将一 
（自３-１２１） 

破壊制御学 
（ＭＭ－２） 

中井 善一 
（自３-２１６） 

田中  拓 
（自３-２１７） 横田久美子 

（自３-１２０） 

材料物性学 
（ＭＭ－３） 

向井 敏司 
（５Ｅ-４０１） 

田川 雅人 
（５Ｅ-４０３） 

池尾 直子 
（５Ｅ-２０３） 

材料物理 

表面・界面工学 
（ＭＭ－４） 

田中 克志 
（自３-２１５） 

長谷部忠司 
（自３-２２０） 

寺本 武司 
（自３-123） 

古宇田由夫 
（自３-２２５） 

 

 

複雑系機械工学 

（ＭＡ－１） 

横小路 泰義 

（５Ｅ-４１４） 

田崎 勇一 

（５Ｅ-４１3） 
 

機械ダイナミックス 
（ＭＡ－２） 

神野 伊策 
（５Ｅ-４１１） 

 
肥田 博隆 

（５Ｅ-２０５） 

コンピューター 
統合生産工学 

（ＭＡ－３） 

白瀬 敬一 
（自３-４０３） 

佐藤 隆太 
（自３-４０4） 

西田 勇 
（自３-４０９） 

知能システム創成学 
（ＭＡ－４） 

磯野 吉正 
（自３-１１７） 

菅野 公二 
（自３-Ｂ１７） 

 

設計生産 

 
 

創造設計工学 

（ＭＡ－５） 

田浦 俊春 

（自３-４０２） 

妻屋  彰 

（自３-４０１） 

山田 香織 

（自３-４０９） 

研究基盤センター 
 
 

藤居 義和 
（分析Ｃ-３０３） 

 
 

福井喜一郎 

（自３-４１０） 
 

片山 雷太 

（５Ｅ－２０３） 

長 美砂都 
（５Ｅ-３０１）

 

三宅 真子
（５Ｅ-３０２）
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３ 履修科目一覧表（工学基礎，機械専門科目） 
 
専門科目  （◎印は必修，○△印は選択必修，無印は選択科目を示す）

授 業 時 間 数 

1 年 2 年 3 年 4 年 
担 当 教 員 備 考 区

分 

記号 授業科目 単位数 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q   

◎ 微分積分 1 1 15       

◎ 線形代数 1 1 15       

◎ 微分積分 2 1 15       

◎ 線形代数 2 1 15       

 微分積分 3 1 15       

 線形代数 3 1 15       

 数理統計 1 1 15       

 微分積分 4 1 15       

 線形代数 4 1 15       

 数理統計 2 1 15       

 電磁気学基礎 1 1 15     藤居  

 電磁気学基礎 2 1 15     藤居  

共
通
専
門
基
礎
科
目 

 物理学実験 2 30 30       

 ベクトル解析 2 30       

 常微分方程式論 2 30       

 複素関数論 2 30       

 フーリエ解析 2 30       

 偏微分方程式 2 30       

共
通
専
門
科
目 

専
門
基
礎
科
目 

 知的財産入門 1 15       

◎ 初年次セミナー 1 15     全教員  

◎ 機械工学基礎 1 15     全教員  

◎ 機械基礎数学Ⅰ 2 30     林  

◎ 機械基礎数学Ⅱ 2 30     林  

◎ 基礎力学Ⅰ 2 30     塩澤  

△ 物理学概論Ⅰ 2 30     田中(克)  

◎ 基礎力学Ⅱ 2 30     塩澤  

△ 電気工学概論 2 30     未定  

 機械工学概論 1 15     全教員  

 英語特別演習 2 30     全教員  

△ 計測工学 2 30     向井 他  

 物理学概論Ⅱ 2 30     田川  

◎ 安全工学・工学倫理Ⅰ 1 15     未定  

 安全工学・工学倫理Ⅱ 1 15     未定  

機
械
工
学
科
専
門
科
目 

機
械
工
学
科
専
門
共
通
科
目 

◎ 先端機械工学詳論 1 15     未定  
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専門科目  （◎印は必修，○△印は選択必修，無印は選択科目を示す）

授 業 時 間 数 

1 年 2 年 3 年 4 年 
担 当 教 員 備 考 区

分 

記号 授業科目 単位数 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q   

◎ 熱力学Ⅰ 2 30     平澤，浅野  

◎ 流体工学 2 30     冨山，細川  

 熱力学Ⅱ 2 30     川南  

○ 流体力学Ⅰ 2 30     山根  

 流体力学Ⅱ 2 30     片岡  

○ 熱移動論 2 30     竹中  

 エネルギー変換工学 2 30     竹中  

熱
・流
体 

 流体機械 2 30     片岡  

◎ 材料力学Ⅰ 2 30     阪上，中井  

○ 材料力学Ⅱ 2 30     阪上  

○ 材料科学 2 30     田中(克)  

 機械材料学 2 30     向井  

 弾性力学 2 30     田中(拓)  

 材料強度学 2 30     中井，田中(拓)  

材
料
物
理 

 塑性力学 2 30     長谷部  

 機構学 2 30     横小路  

○ 機械力学Ⅰ 2 30     神野  

○ 制御工学Ⅰ 2 30     横小路  

 機械力学Ⅱ 2 30     菅野  

制
御 

 制御工学Ⅱ 2 30     未定  

○ 製造プロセス工学Ⅰ 2 30     白瀬，佐藤  

○ 設計工学Ⅰ 2 30     田浦，妻屋  

 製造プロセス工学Ⅱ 2 30     磯野，向井  

 設計工学Ⅱ 2 30     田浦，妻屋  

設
計
・生
産 

 生産システム工学 2 30     白瀬，佐藤  

◎ 機械製図Ⅰ 1 30 30     全教員  

◎ 機械製図Ⅱ 1 30 30     全教員  

◎ 機械工学実習Ⅰ 1 30 30     全教員  

◎ 機械工学実習Ⅱ 1 30 30     全教員  

◎ プログラミング演習Ⅰ 1 30     全教員  

◎ プログラミング演習Ⅱ 1 30     全教員  

◎ 機械工学実験 1 30 30     全教員  

機
械
工
学
科
専
門
科
目 

実
験
・実
習
・演
習 

◎ 機械設計製作演習Ⅰ 1 30     全教員  

  

◎ 機械設計製作演習Ⅱ 1 30     全教員  
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専門科目  （◎印は必修，○△印は選択必修，無印は選択科目を示す）

授 業 時 間 数 

1 年 2 年 3 年 4 年 
担 当 教 員 備 考 区

分 

記号 授業科目 単位数 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q   

◎ プログラミング演習Ⅲ 1 30 30     全教員  

 機械創造設計プロジェクトⅠ 1 30     横小路，磯野  

実
験
・
実
習
・
演
習  機械創造設計プロジェクトⅡ 1 30     横小路，磯野  

※ 機械工学基礎特別演習 1 15     全教員  

※ 機械基礎数学特別演習 1 15     林  

※ 基礎力学特別演習 1 15     塩澤  

※ 材料力学特別演習 1 15     阪上，中井  

※ 熱力学特別演習 1 15     平澤，浅野  

※ 流体工学特別演習 1 15     冨山，細川  

※ 機械力学特別演習 1 15     神野  

※ 生産プロセス工学特別演習 1 15     白瀬，佐藤  

※ 機械工学実験特別演習 1 15     全教員  

 

※ 機械創造設計演習 II 特別演習 1 15     全教員  

機
械
工
学
科
専
門
科
目 

 ◎ 卒業研究 8 90 90 90 90 全教員  

   その他必要と認める専門科目      

（注）１ ※印は平成27年度以前の入学生のみ履修可能 

（注）２ 機械製図Ｉ，Ⅱと機械工学実習Ｉ，Ⅱおよび機械工学実験とプログラミング演習Ⅲはそれぞれ２クラスに分 

け別クォーターで実施する 
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週授業時間数（専門科目） 

1年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後 記
号 

授業科目 計 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

備考

◎ 必  修 132 16 16 8 8 8 0 0 0 4 8 10 6 12 12 12 12  

○ 選択必修 32 0 0 0 0 4 0 8 12 8 0 0 0 0 0 0 0  

△ 選択必修 12 0 4 0 0 4 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0  

 選  択 122 0 0 14 10 8 6 10 6 20 22 12 14 0 0 0 0  

 合  計 298 16 20 22 18 24 6 18 18 32 34 22 20 12 12 12 12  

注１：※印の科目は含まれていない。 

 

 

 

単位数（専門科目） 

1年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後 記
号 

授業科目 計 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

備考

◎ 必  修 40 7 7 3 3 4 0 0 0 1 2 3 2 2 2 2 2  

○ 選択必修 16 0 0 0 0 2 0 4 6 4 0 0 0 0 0 0 0  

△ 選択必修 6 0 2 0 0 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0  

 選  択 57 0 0 6 4 4 3 5 3 10 11 5 6 0 0 0 0  

 合  計 119 7 9 9 7 12 3 9 9 15 15 8 8 2 2 2 2  

注１：複数のクオーターにまたがる科目はそれぞれのクオーターに分割して記載している。 

   これらの科目の単位は最終期に与える。 

注２：※印の科目は含まれていない。 
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４ 履修上の注意 
 

（１）総準備単位数 

  基礎教養科目，総合教養科目，外国語科目，情報科目，健康・スポーツ科学，高度教養科

目については学生便覧・神戸大学工学部規則の別表第１授業科目及び単位数（第３条関

係）および別表第２履修要件（第５条関係）を参照のこと 

 専門科目 １１９単位 

   必修科目 ４０単位 

   選択必修科目（○印）  １６単位 

   選択必修科目（△印）   ６単位 

   選択科目  ５７単位 

 

（２）学生は，卒業するためには，１２７単位以上を修得しなければならない。 

  卒業要件  １２７単位以上 

(a) 基礎教養科目   ６単位以上 

(b) 総合教養科目   ６単位以上 

(c) 外国語科目 

  外国語第Ｉ (English Literacy Ａ１～Ｂ２， 

   English Communication Ａ１～Ｂ２， 

  Productive English １～２， 

   Autonomous English １～２)   ６単位以上 

  外国語第 II (Ａ１～Ｂ４)   ４単位以上 

(d) 情報科目 

  情報基礎   1 単位 

(e) 健康・スポーツ科学 

  健康・スポーツ科学実習基礎１および２   １単位 

(f) 高度教養科目   ４単位以上 

(g) 専門科目および 全学共通授業科目の選択科目  ９９単位以上 

 ただし，以下の(i)(ii)の区分における必要修得単位数を満たしていること。 

(i) 共通専門基礎科目の必修科目（◎印）   ４単位 

(ii) 機械工学科専門科目  ７９単位以上 

 ただし，以下の(ii-1)〜(ii-3)の区分における必要修得単位数を満たしていること。 

  (ii-1) 必修科目(卒業研究を含む)(◎印)  ３６単位 

  (ii-2) 選択必修科目(○印)  １２単位以上 

  (ii-3) 選択必修科目(△印）   ４単位以上 

全学共通授業科目の選択科目は学生便覧・神戸大学工学部規則の別表第２履修要件（第

５条関係）を参照のこと。 

（３）継続科目(２つの期にわたる)の単位については最終期に与える。 

（４）機械工学科カリキュラム中 

◎印：必修科目 

○印，△印：選択必修科目 

無印：選択科目 

をそれぞれ表す。 

（５）他学科または他学部の授業科目中，当学科が認めた場合は，当学科の選択科目とみなす

ことができる。 

 

この履修規則は平成 28年４月入学者から適用する。 
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機械工学科内規 

(1) 学生は，原則として在籍する学年より高学年において開講される科目を履修することはでき

ない。ただし，履修登録の上限を超えて登録することが認められた場合はこの限りでない。 

(2) 神戸大学工学部規則第７条第２項に規定する卒業研究を申請しようとする者は，以下の条

件を全て満たした者とする。なお入学前の既修得単位の取り扱いは神戸大学工学部規則第

１０条に従う。 

(a) 基礎教養科目，総合教養科目，外国語科目，情報科目，健康・スポーツ科学の卒業に

必要な単位をすべて修得している。 

(b) 高度教養科目の修得単位数が２以上である。 

(c) ３年後期までに開講された専門科目のうち実験・実習・演習区分の必修科目をすべて

修得していること。 

(d) ３年後期までに開講された専門科目の必修科目(◎印の科目)の修得単位数が２８以上

である。 

(e) ３年後期までに開講された専門科目の必修科目(◎印の科目)および選択必修科目(○印，

△印)の修得単位数の合計が４２以上である。（ただし，この計算においては○印科

目の修得単位数が１２を超える場合は修得単位数１２，△印科目の修得単位数が４を

超える場合は修得単位数４とする。) 

(f) ３年後期までに開講された機械工学科専門科目の修得単位数が５５以上である。 

(g) ３年後期までに開講された専門科目および全学共通授業科目の選択科目の修得単位数

が７２以上である。 
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応用化学科  
 

１ 教 育 の 目 指 す も の  

 物質の性質や変化を扱う「化学」を通じて産業の発展をもたらし社会に貢献することを考え

てみよう。そのためには，地球上にある様々な物質(matter)を役に立つ材料(materials)にす

ること，新規な反応を簡便に行わせること，さらにその反応プロセスを安全かつ無駄なく進行

させ化学製品を製造することは化学にとって必然的課題といえる。すなわち，様々な産業にお

いて必要とされる材料とそのプロセスを創出し，よりよい社会を創ることが工学としての化学

の役割といえる。 

 応用化学科は化学を専門とし，社会に貢献できる人材を育成することを目的としている。そ

のために必要な専門分野に長けたプロフェッショナルとして活躍できる知識と能力を身につけ

ることが求められる。新しい発想によって研究開発を進展させるには，専門分野における幅広

い知識を身につけ，自由な発想を育むことで成り立つことは，これまでの学問の歴史が示して

いるところである。応用化学科では，化学・数学・物理学等をカバーする自然科学系専門科目

が選択必修科目として構成され，自らの意志で専門知識を身につけることができるよう，カリ

キュラムを編成している。 

 

 ところで，化学を学びプロとして活躍するになるまでには，専門知識を身につけることだけ

で叶うだろうか？答えは「否」と言わざるを得ない。いかなる分野においても，個人の努力だ

けで社会への貢献を実現することは極めて困難であり，多くの様々なバックグラウンドを持っ

た人々との協力により，始めて成し遂げられるといって過言ではない。このような中で自らの

役割を果たすためには，年代・性別・地方・国を問わず，様々な人との交流（コミュニケーシ

ョン）を通じて自身の考えを明確に示すことが求められることは言うまでもない。 

 我が国をとりまく環境は，資源・環境・エネルギー・少子高齢化といった社会の懸念材料と

それに関わる技術的課題をあげるまでもなく，必ずしも平穏ではないことは明らかであろう。

すでに技術力だけに頼る産業のあり方は機能せず，人々の価値や多様なモノの考え方を理解し，

何が必要とされる技術なのかを判断することが求められている。我が国における化学工業は高

度成長期に大きく発展してきたが，その市場は海外に広がり，多くの日本人が諸外国で工業生

産に当たっている。このように経済・市場がグローバル化する中，我々は化学に関する学修は

もちろんのこと，グローバルに展開する産業構造に対応できる能力を身につけなければならな

い。 

 以上のような状況を鑑み，応用化学科のカリキュラムは以下のような学修目標に基づき，カ

リキュラムを構成している。 

・物質化学・化学工学における広範な専門分野を偏ることなく学修できる。 

・数学・物理学・外国語科目等の専門基礎科目を充実させ，化学の学修をサポートする。 

・広い教養を身につけた化学者になるべく，基礎から高度な内容にわたる各種教養科目を受け

ることができる。 

・講義・演習を組み合わせた科目が多く配置されており，講義で得られた知識を演習によって
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確認し，自らPlan-Do-Check-Act（ＰＤＣＡ）サイクルに基づく学修を行うことができる。 

・技術者・化学者として必要不可欠な実験技術について実験科目を通じて身につけることがで

きる。 

 

以上の学修目標に基づいたシラバスはどの科目も４年次に配当される卒業研究に欠かすことの

出来ないものであり，各分野の専門科目について概ね70-80%前後の単位修得が望まれる。卒業

研究では応用化学教員から構成される研究グループに配属される。そこでは工学研究科・科学

技術イノベーション研究科に所属する教員の指導の下，大学院生とともに個別の研究テーマを

通して実験手法や化学の考え方を体得することになる。教員の専門分野を通して，最先端の化

学研究と産業技術を身近に感じながら研究を行うことによって，自然科学に対するものの考え

方，研究への取り組み方を身につけることができる。 

 

さて，学生諸君が卒業し，社会で活躍するべき将来の科学技術の発展において化学者がなす

べき役割は何であろうか？この数十年，産業界における化学工業は石油化学製品・金属セラミ

ックス・プラスチックスのような基礎素材の生産だけでなく，エレクトロニクス，ナノテクノ

ロジー，分子機能工学，エネルギー・環境材料，バイオリファイナリー，医療・生命工学・健

康産業，食品工学などあらゆる分野の工学や産業において多大の貢献をしてきた。これらの概

念の中には数十年には全く存在しなかった分野も多い。科学技術の大きなうねりの中で応用化

学科は1948年に前身の神戸工業専門学校に化学工業科が設立されて以来，様々な組織改編を経て，

大学院工学研究科を中心とする自然科学系学部につながる総合的な化学系学科に成長し，現在

に至っている。現在，大学院応用化学専攻は研究組織を柔軟に変えていきながら最新かつ多様な研

究を遂行できるフレキシビリティを有しており，原子・分子のナノ・ミクロレベルの化学から分

子集合体である化学物質・材料への機能性の付与，機能性の発現，物質の創製および生産技術

への生物機能の工学的応用，実際のマクロな工業規模の製造，生産の技術やシステムにわたる

広範囲の研究を網羅している。現在，以下の物質化学講座・化学工学講座に所属する研究グルー

プを擁する大学院の下で学部教育を受けることができるようになっている。 

 

物質化学講座 

原子とそれによって構成される分子の世界に分子の集合により作り出される多様な機能とを

結びつけることを目的とし，原子・分子レベルの物質からナノ・メソ・マクロに至る広範囲の

集合体を対象として， 化学物質・材料の精密かつ高度な機能性の付与及び，機能性の創製を

行い，工学の立場から機能発現の機構解明とそれに基づく新規な物質創製技術を以下の３つの

教育研究分野に基づいて研究する。 

 

物質創成化学 

無機材料創製の反応場となる溶液内の化学平衡論をベースとし，異相共存場効果の解明と応

用，金属超微粒子の合成とその機能発現，ソフト溶液プロセスによる金属酸化物薄膜・高次構

造体の合成と物性に関して無機材料化学や電気化学の観点から研究を進める。また，新規有機
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化合物の合成・反応・構造，有機理論計算・反応機構に関する基礎研究や，新型の医薬・農薬

の開発を目指した生物活性物質の設計・合成・活性評価，新規機能性ヘテロ環化合物の開発等

に関する応用研究を行う。さらに，異相複雑系を取り扱うコロイド化学的視点から多機能性を

有する知能型高分子微粒子の精密設計と新しい創製法の開発，及び情報，生医学などの先端工

業分野への応用に関する基礎的研究に取り組む。 

 

物質制御化学 

新素材の構造と機能を平衡論，電子遷移，構造解析など物理化学の観点から関連づけ，分子

ナノテクノロジーの基礎的研究と結晶成長や配向構造を制御した新規デバイスの開発を目指し

た研究にとりくむ。また，高分子材料の微細構造と力学物性・表面物性・熱物性に関する研究

を行う。材料の構造と物性の相聞を明らかにし，高機能化・高性能化された高分子材料，高分

子複合材料の新規創製を行い，次世代材料の開発をめざす。 

 

物質機能化学 

高濃度電解質水溶液の物性・構造の解明と応用，また材料的視点から多彩な構造形態を持つ

リン酸塩の合成法，特異反応性・構造特異性・表面物性，錯体生成における高分子電解質効果

などの基礎研究や応用研究を行う。さらに，分子レベルにおける相互作用を利用して有機機能

性分子材料を開発する研究を行う。超分子組織化を適用することで高選択的な分子認識能，触

媒活性，生理活性を有する超分子人工材料の創製をめざす。 

 

化学工学講座 

化学反応及び生物反応に基づく物質・エネルギー変換過程における，分子問相互作用，生体

分子機能及び物質・エネルギー移動現象の解明に基づいて，新規素材・反応触媒の開発，反

応・移動現象の制御法の確立，新規生産プロセスの創造をすすめ，有用物質，エネルギーの高

効率，低環境負荷生産プロセスの開発について，以下の３つ教育研究分野の下，研究を行う。 

 

反応・分離工学 

種々の化学工業プロセスのみならず，環境・エネルギー問題を解決する上で重要な触媒に関

する基礎・応用研究を行う。特に省資源・省エネルギーの観点から選択的な酸化・還元触媒の

開発やクリーンで，無尽蔵な光エネルギーの利用を目指した光触媒の開発を行う。また，水資

源確保，大気環境保全，水素エネルギーの効率的利用といった環境・エネルギー分野への貢献

をめざして，分離機能膜などの新規な材料について，素材の創製から微細構造制御法の確立，

さらにプロセスの構築にいたる研究を行う。 

 

プロセス工学 

流動，伝熱，物質移動を取り扱う移動現象論を基礎として，化学プロセスに現れる複雑な現

象の解明とモデル化，取り扱う流体の諸物性に対する温度・圧力効果の解明，非ニュートン流

体やサスベンジョン等の複雑流体のレオロジーについて研究を行う。そして，地球環境との調
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和を実現する新しいプロセスの開発，プロセスの生産工程の計画設計および運転制御のための

基礎的方法論構築，省エネルギー型空調システムや機能性薄膜の塗工プロセスの構築を行う。 

 

生物化学工学 

遺伝子組換えなどの技術を用いて生物機能を高度化することにより，高効率のバイオリアク

ターによる有用物質の生産，環境・エネルギー問題に対応できる新しいバイオプロセスの構築

などの研究を行う。また，生物機能を利用した効率的かつ高度なバイオ生産・分離プロセスの

開発を目指して，微生物や培養細胞を利用した有用物質生産・環境修復，および，バイオ分子

間特異的認識による高純度精製・高感度検出法などの研究を行う。 

 

以上のような充実した研究環境の下，将来の研究者像を身近に感じることができる。特に応

用化学専攻には性別・国籍を問わず幅広いバックグラウンドをもつ大学院生が多数学んでおり，

学部生はその中で自らのロールモデルを見いだすことができるだろう。価値観が多様化し大き

く変動する中，将来にわたって化学者として活躍するには，今ある化学の知識の修得に留まら

ず，普遍的に自然科学に対する深い洞察力と社会における物質・材料のニーズに対する理解

力・判断力を持つ人材に成長することが必要となる。我々は，学生諸君がこのような充実した

研究環境を有する応用化学科において学修の成果を上げ，将来にわたって人間的にも調和のとれ

た自立した化学研究者・技術者として活躍できる人材として，卒業されることを願ってやまない。 
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２ 構 成 と 教 育 組 織  

 

講座名 教育研究分野 
教 授 

（室番） 

准教授 

（室番） 

助 教 

（室番） 

助 手 

（室番） 

技術職員， 

事務職員等 
（室番） 

物質創成化学 

森 敦紀 
（４Ｅ－２１３） 

 

水畑 穣 
（自１－３１０） 

神鳥 安啓 
（４Ｅ－２１０）

 

岡田 悦治 
（４Ｅ－２０３）

 

南  秀人 
（自１－３０１）

 

牧  秀志 
（自２－３０２）

 

岡野 健太郎
(４E－２１４) 

鈴木 登代子
（膜２０３－１）

綾部 いつ子
（自２－３０２）

物質制御化学 

西野  孝 

（４Ｗ－３０６） 
 

石田 謙司 

（４Ｅ－２１１） 

 

松本 拓也 

（４Ｅ－３０９）
 

森本 勝大 

（４Ｅ－４０５）

小柴 康子

（４Ｅ－４０５）

物質化学 

物質機能化学 

竹内 俊文 
（自１－３０９） 

 
成相 裕之 

（４Ｗ－３０８） 

梶並 昭彦 
（４Ｗ－３０１）

 
大谷  亨 

（自１－３０２）

北山 雄己哉
(自１－６０５)

 

反応・分離工学 

松山 秀人 
（４Ｅ－２０５） 

 

西山  覚 
（４Ｗ－３０２） 

丸山 達生 
（４Ｅ－２０４）

 

市橋 祐一 
（４Ｗ－３０４）

神尾 英治 
(自４－４０２)

 

谷屋 啓太 
（D２−４０６）

 

プロセス工学 

大村 直人 
（４Ｗ－３０３） 

 
鈴木 洋 

（自１－５０６） 

今駒 博信 
（４Ｅ－２１２）

 
菰田 悦之 
（４Ｅ－２０７）

堀江 孝史 
（４Ｗ－１０６）

 
化学工学 

生物化学工学 

近藤 昭彦 
（自１－５０８） 

 
山地 秀樹 

（自１－５０５） 

荻野 千秋 
（４Ｗ－３０７）

 
田中  勉 

（自２－４０４）

 
勝田 知尚 

（自２－４０６）

江橋 具 
（自２－４０６）

 

曽谷 知弘 
（４Ｗ－２０４） 

 

 
熊谷 宜久 

（４Ｗ－１０４） 

 
 
 

古東 孝子 
（４Ｗ－２０２） 

 

 
松嶋 嘉子 

（４Ｗ－２０２） 
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３ 履 修 科 目 一 覧 表  

 
 ◎：必修科目 

 ○：選択必修科目（うち，備考欄の■は指定された演習科目） 
 △：選択科目 
 ■ いずれかのクオーターにおいて開講（開講時期は掲示・ガイダンス等で指示する） 

専門科目 ※備考「危険物」欄の○は危険物取扱者試験受験資格の「化学に関する授業科目」に該当する。

開講学年・クオーター 備考 

1 年 2 年 3 年 4 年   分
野 

記
号 科目名 

単
位 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教員 

  

演
習
指
定 

危
険
物 

◎ 初年次セミナー 1 30                    水畑     

◎ 応用化学概論 1 30                    近藤・田中    ○

◎ 
ファンダメンタルコ

ースワーク 1 
1  15                  稲葉    ○

◎ 
ファンダメンタルコ

ースワーク 2 
1  30                  森・大谷     

◎ 
ファンダメンタルコ

ースワーク 3 
1  30                  西山    ○

◎ 
ファンダメンタルコ

ースワーク 4 
1    15                石田・堀江・谷屋・北山   

◎ 化学実験 1 1    30                北山・森本  ○

◎ 化学実験 2 1      30              北山・森本 

全学共通

授業科目  ○

◎ 化学実験安全指導 1 0 .5           15          （応化教員）    ○

導
入 

◎ 化学実験安全指導 2 0 .5            15         （応化教員）    ○

○ 微分積分 1 1 15                          

○ 微分積分 2 1  15                        

○ 微分積分 3 1    15                      

○ 微分積分 4 1      15                全学共通   

○ 線形代数 1 1 15                      授業科目   

○ 線形代数 2 1  15                        

○ 線形代数 3 1    15                      

○ 線形代数 4 1      15                    

○ 数学演習 1 0.5 15                    谷屋・神尾 ■  

○ 数学演習 2 0.5  15                  谷屋・神尾 ■  

○ 常微分方程式論 2        30                

○ 複素関数論 2           30              

○ フーリエ解析 2            30           

工学部 

共通科目

  

○ 力学基礎 1 1 15                          

○ 力学基礎 2 1  15                        

○ 電磁気学基礎 1 1    15                  全学共通   

○ 電磁気学基礎 2 1      15                授業科目   

○ 連続体力学基礎 1    15                      

数
学
・物
理
学 

○ 熱力学基礎 1      15                    

○ 物理化学 1 1 15                    石田 
全学共通
授業科目  ○

○ 物理化学演習 1 0.5 15                    石田・森本   ■ ○
物
理
化
学 

○ 物理化学 2 1  15                  丸山 
全学共通

授業科目
 ○
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 ◎：必修科目 
 ○：選択必修科目（うち，備考欄の■は指定された演習科目） 
 △：選択科目 

 ■ いずれかのクオーターにおいて開講（開講時期は掲示・ガイダンス等で指示する） 

専門科目 ※備考「危険物」欄の○は危険物取扱者試験受験資格の「化学に関する授業科目」に該当する。

開講学年・クオーター 備考 

1 年 2 年 3 年 4 年  分
野 

記
号 科目名 

単
位 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教員 

 

演
習
指
定 

危
険
物 

○ 物理化学演習 2 0.5  15                  丸山   ■ ○

○ 物理化学 3 1  15                  石田 
全学共通

授業科目
○

○ 物理化学演習 3 0.5  15                  石田・森本   ■ ○

○ 物理化学 4 1        15            松山 
全学共通

授業科目
○

○ 物理化学演習 4 0.5        15            松山   ■ ○

○ 物理化学 5 1.5           30          丸山   ■ ○

○ 物理化学 6 1.5            30         市橋   ■ ○

○ 物理化学 7 1.5               30      大谷   ■ ○

◎ 物理化学実験 A 1             ←32→       （応化教員）   ○

物
理
化
学 

◎ 物理化学実験 B 1               32      （応化教員）   ○

○ 基礎無機化学 1   15  水畑 
全学共通

授業科目
○

○ 基礎無機化学演習 0.5   15  水畑  ■ ○

○ 無機化学 1 1.5    30 （未定）  ■ ○

○ 無機化学 2 1.5     30 梶並  ■ ○

○ 無機材料化学 1.5     30 水畑  ■ ○

○ 電気化学 1 1.5     30 （未定）  ■ ○

○ 電気化学 2 1.5     30 水畑  ■ ○

◎ 電気化学実験 0.5     ←16→ （応化教員）  ○

◎ 無機・分析化学実験 1     32 （応化教員）  ○

○ 分析化学 1 1.5     30 成相  ■ ○

○ 分析化学 2 1.5     30 梶並・牧  ■ ○

○ 分析化学 3 1.5     30 竹内  ■ ○

○ 分析化学演習 0.5     15 竹内・北山  ■ ○

◎ 有機系分析化学実験 1     32 （応化教員）  ○

無
機
・分
析
化
学 

○ 環境化学 1     15 牧  ○

○ 基礎有機化学 1  15   岡田 
全学共通

授業科目
○

○ 基礎有機化学演習 0.5  15   岡田  ■ ○

○ 有機化学 1 1.5    30 岡野  ■ ○

○ 有機化学 2 1.5     30 森  ■ ○

○ 有機化学 3 1.5     30 岡野  ■ ○

○ 有機化学 4 1.5     30 岡田  ■ ○

◎ 有機合成化学実験 1.5     ←48→ （応化教員）  ○

○ 基礎高分子化学 1   15  西野  ○

○ 高分子化学 1 1.5    30 南  ■ ○

○ 高分子化学 2 1.5       30          西野  ■ ○

有
機
・高
分
子
化
学 

○ 高分子化学 3 1.5         30        西野 ■ ○
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 ◎：必修科目 
 ○：選択必修科目（うち，備考欄の■は指定された演習科目） 
 △：選択科目 

 ■ いずれかのクオーターにおいて開講（開講時期は掲示・ガイダンス等で指示する） 

専門科目 ※備考「危険物」欄の○は危険物取扱者試験受験資格の「化学に関する授業科目」に該当する。

開講学年・クオーター 備考 

1 年 2 年 3 年 4 年  分
野 

記
号 科目名 

単
位 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教員 

 

演
習
指
定 

危
険
物 

○ 高分子化学 4 1.5           30      南  ■ ○

○ 生物材料化学 1     15 大谷  ○

有
機
・
高
分
子
化
学 ◎ 高分子化学実験 1.5     48 （応化教員）  ○

○ 移動現象論 A 1   15  大村  ○

○ 移動現象論 B 1    15 大村  ○

○ 移動現象論 C 1     15 鈴木  ○

○ 移動現象通論 1     15 鈴木  ○

○ 移動現象演習 0.5     15 菰田・堀江・日出間  ■ ○

○ 流体単位操作 1     15 大村・今駒・鈴木・菰田  ○

○ 粉体工学 1     15 菰田  ○

○ レオロジー 1     15 鈴木  ○

○ 化学工学数学 1     15 菰田  ○

○ プロセス工学 1     15 大村  ○

○ プロセスシステム工学 1     15 大村  ○

○ プロセス工 学 演 習 0.5     15 大村・堀江  ■ ○

◎ 
移動現象・プロセ

ス工学実験 
1.5     ←48→ （応化教員） 

 
○

△ 安全工学 1 1     15 今駒  ○

△ 安全工学 2 1     15 今駒  ○

移
動
現
象
・プ
ロ
セ
ス
工
学 

△ プロセス強化論 1     15
鈴木・菰田・日出間・

大村・堀江 

 
○

○ 化学工学量論 1  15   山地・勝田  ○

○ 分離工学 1 1     15 勝田  ○

○ 分離工学 2 1     15 勝田  ○

○ 分離工学 3 1     15 松山  ○

分
離
工
学 

○ 分離工学演習 0.5     15 今駒・神尾  ■ ○

○ 反応工学 1 1.5     30 西山・市橋・谷屋  ■ ○

○ 反応工学 2 1.5     30 西山・市橋・谷屋  ■ ○

◎ 
反応工学・分離工

学実験 
1.5 

        
←48→

      
（応化教員） 

 
○

△ 触媒化学 1     15 西山  ○

○ 生化学 1 1     15 山地  ○

○ 生化学 2 1     15 山地  ○

○ 生物化学工学 1 1     15 荻野  ○

○ 生物化学工学 2 1     15 荻野  ○

○ 生物化学工学演習 1 0.5     15 田中  ■ ○

○ 生物化学工学演習 2 0.5     15 田中  ■ ○

○ 生物機能化学 1 1     15 田中  ○

○ 生物機能化学 2 1     15 近藤  ○

反
応
工
学
・生
物
化
学
工
学 

◎ 生物化学工学実験 1.5     48 （応化教員） ○
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 ◎：必修科目 
 ○：選択必修科目（うち，備考欄の■は指定された演習科目） 
 △：選択科目 

 ■ いずれかのクオーターにおいて開講（開講時期は掲示・ガイダンス等で指示する） 

専門科目 ※備考「危険物」欄の○は危険物取扱者試験受験資格の「化学に関する授業科目」に該当する。

開講学年・クオーター 備考 

1 年 2 年 3 年 4 年  分
野 

記
号 科目名 

単
位 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教員 

 

演
習
指
定 

危
険
物 

 △ 特別講義 A 1     ←   15   →   

 △ 特別講義 B 1     ←   15   →   

 △ 特別講義 C 1     ←   15   →   

 △ 特別講義 D 1     ←   15   →   

 ◎ 外国書講読 2     60 (通年)   

 ◎ 卒業研究 8     360 (通年)   

その他必要と認める専門科目        

総計 126.5  

 
卒業要件に算入されない専門科目 

 

 物理学入門 1 15     

入学試験において物理を選

択しなかった者を対象とした

全学共通授業科目 

 
クオーター毎授業時間数 

1年 2 年 3 年 4 年  時
間
数1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

◎ 必 修 科 目 1044 60 75 45 30 0 0 15 15 96 96 96 96 105 105 105 105

○ 選択必修科目 1575 90 120 105 120 165 0 150 225 180 150 150 120 0 0 0 0

△ 選 択 科 目 120 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 15 90 0 0 0

150 195 150 150 165 0 165 240 276 246 261 231 195 105 105 105
計 2739 

645 570 1014 510 

 
単位数 

1年 2 年 3 年 4 年  単
位
数1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

◎ 必 修 科 目 31 2 3 2 1 0 0 0 . 5 0 . 5 3 3 3 3 0 0 0 10

○ 選択必修科目 8 7 . 5 5 6 . 5 6 . 5 7 . 5 9 0 8 . 5 12.5 9 . 5 8 . 5 7 . 5 6 . 5 0 0 0 0

 うち演習関連科目 3 8 . 5 1 1 . 5 0 . 5 0 . 5 5 0 4 . 5 7 . 5 6 . 5 4 . 5 4 . 5 2 . 5 0 0 0 0

△ 選 択 科 目 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 6 0 0 0

7 9 . 5 8 . 5 8 . 5 9 0 9 13 12.5 1 1 .5 1 1 .5 1 0 .5 6 0 0 10
計 126.5 

33.5 31 46 16 
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４ 履修上の注意 

 

１．履修規則 

(1) 履修要件 

工学部規則第５条に基づき，同別表第２ホに定める所定の単位は次の通りである。 

基礎教養科目                ６単位 

総合教養科目                ６単位 

高度教養科目                ４単位 

外国語科目 

 外国語第Ｉ                ６単位 

 外国語第II                ４単位 

情報科目 

 情報基礎                 １単位 

健康・スポーツ科学科目 

 健康・スポーツ科学実習基礎１および２   １単位 

選択科目（全学共通授業科目）および(2)に定める専門科目（注１） 

                    １０１単位 

             計      １２９単位 

 

（注１）履修科目一覧表に記載された選択科目（△がついたもの），及び他学部又は他学

科の専門科目中，当学科が認めたものは算入される。旦し，物理学入門は除く。

また，全学共通授業科目の選択科目（外国語科目，健康・スポーツ科学科目）か

らは最大１単位まで算入される。 

 

(2)専門科目 

工学部規則別表第２ホの専門科目の「別表第１へに掲げる授業科目のうちから別に定める

授業科目」は「３.履修科目一覧表」の通りである。なお，表中◎印は必修科目，○印は

選択必修科目，△印は選択科目を示す。 

専門科目の総準備単位数    １２６．５単位 

必修科目            ３１  単位（卒業研究の８単位を含む） 

選択必修科目          ６９  単位以上（８７．５単位中） 

うち，履修科目一覧表に定める各分野の選択必修科目について以下の単位数 

数学・物理学分野      １６  単位  （２１  単位中） 

物理化学分野         ９  単位  （１０．５単位中） 

無機・分析化学分野     １２  単位  （１５  単位中） 

有機・高分子化学分野    １２  単位  （１５．５単位中） 

移動現象・プロセス工学分野  ９  単位  （１１  単位中） 

分離工学分野         ３．５単位  （ ４．５単位中） 

反応工学・生物化学工学分野  ７．５単位  （１０  単位中） 

但し，指定された演習関連科目（履修科目一覧表備考欄において，■を付けた科目３５科

目３８．５単位）のうち３３単位 

(3) 当学科の授業科目以外で，当学科が認めた科目は，当学科の専門科目の選択科目とみなすこ

とができる。 

(4) 学生が１年間に履修登録可能な単位数は，工学部規則第６条に規定されている単位を上限と

する。 

(5) この履修規則は平成２８年４月入学者から適用する。 
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履修上の内規 

 

１．３年次開講の学生実験１０科目を履修するためには，以下の科目を修得していなければならない。 

(1) 導入科目９単位 

(2) 専門科目のうち選択必修科目３９単位以上 

(3) ２年次の履修科目の上限超過登録要件を満たし，２年次において学生実験を履修することを 

認められた者については，上記の適用を免除する。 

 

２．工学部規則第７条に規定する卒業研究を申請しようとする者は，次の２項を満たすことが必要

であり，また，残る１年（４クオーター）をもって卒業に必要な全単位を修得できる見込みの

ある者に限る。 

  (1) 基礎教養科目および総合教養科目を合計 11単位以上を修得していること。ただし，いずれ

かの科目が５単位に満たない場合は除く。 

  (2) 卒業に必要な外国語科目，情報基礎，健康・スポーツ科学科目の全単位を修得していること。 

(3) 高度教養科目2単位以上を修得していること。 

  (4) 工学部規則において指定する専門科目のうち3年次終了までの授業科目に関する修得単位に

ついて以下の条件を満たすこと。 
① すべての必修科目の単位を取得していること。 

② 選択必修科目の修得単位数が63単位以上であること。 

 

３．履修科目の登録の上限を超えて登録することができる者の基準について 

  学生便覧における「履修科目の登録の上限を超えて登録することができる者の基準について」

を参照すること。 

 

４．早期卒業に関する認定基準について 

  学生便覧における「早期卒業の認定基準に関する内規」および「早期卒業に関する学科別認定

基準等について」を参照すること。 

 

５．この内規は，平成 28年 4 月入学者から適用する。 
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５ 各 授 業 科 目 の 関 係  

 

 

 

 

※
基

礎
教

養
科

目
全

期
間

を
通

じ
て

6
単

位

※
総

合
教

養
科

目
全

期
間

を
通

じ
て

6
単

位

※ ※ ※ ※ ※
※

※
初

級
A

3
(S

A
3
)

※
初

級
A

4
(S

A
4
)

△
中

級
C

1
△

中
級

C
2

※
※

※
初

級
B
3
(S

B
3
)
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情 報 知 能 工 学 科



   

情報知能工学科  
 

１ 教 育 の 目 指 す も の  

科学技術の進歩とともに社会構造が大きく変革し，高度情報社会に移行しつつあるなか，技術が

社会へ社会が技術への相互依存度を益々高めている。このような時代において，工学技術者は社会

と調和した技術を開発する責を負うものである。情報知能工学科は，知能化システムを通じて豊か

で安心して暮らせる社会の実現に貢献できる人材を育成することを目指す。 

科学の基本概念には，細分化する方法の分析科学と統合化する方法のシステム科学とがある。情

報知能工学科は，情報科学を基盤としつつその二つを組み合わせ，情報の取得，加工，生成，伝達

という観点から高度に知能化されたシステムの構築と知能化科学の創成を行う。 

基礎教育として，数学，物理工学，機械工学，電気工学などの幅広い分野を学ぶことにより現象

の分析的な理解能力を養う。そしてシステム科学として，システムの計測・制御工学，設計工学，

生体工学などによって統合化の能力を養うとともに，計算機を中心とした情報処理工学，認識工学，

知識工学などの情報科学を理解させる。これらの基礎および専門知識を統合・融合化して，自らの

知能化科学を創造させる。学生自らがテーマを見つけ，柔軟性のある発想による創造力を養い，問

題解決能力を身に付けることによって多様性のあるシステムの知能化に関する研究・開発に従事で

きる技術者を養成する。 

学生実験によっていろいろの現象の理解を体験から会得させ，計算機演習による情報基礎技術の

修得，および重要科目の演習による深い思考力を修得させる。また卒業研究では総合的理解能力と

問題解決能力とを実践的に修得させる。さらに教養科目，工学倫理科目による自己啓発を促し，社

会的にバランスの取れた人材育成を目指す。 
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２ 構 成 と 教 育 組 織  

専攻 講座 教育研究分野 教授 准教授 講師 助教 助手 技術職員 事務職員 

  
システム計画 

貝原 俊也 
(S502) 

藤井 信忠
(S403)  

 
 

  
システム設計 

多田 幸生 
(S501) 

花原 和之
(S513)  

浦久保 孝光
(S206)  

  
システム計測 

的場 修 
(S506) 

仁田 功一
(S507)  

 
 

  

シ 

ス 

テ 

ム 

基 

盤 

システム制御   
 

 
 

システム数理 

佐野 英樹 

(3W-403) 
増淵 泉 

（3W-405） 

 
國谷 紀良

(3W-406) 

森 耕平 

(S302) 
 

システム構造  
小林 太 

(自 3 号館 304)
 

中本 裕之
(自 3 号館 312)

 

シ 

ス 

テ 

ム 

創 

成 

システム知能 

鳩野 逸生 

(情報基盤センター
３Ｆ１) 

熊本 悦子 

(情報基盤センター
２Ｆ６) 

伴 好弘 

(情報基盤センター
2F7) 

   

シ 

ス 

テ 

ム 

科 

学 

応 

用 

シ 

ス 

テ 

ム 

（連 

携 

講 

座
）

 

応用システム 
関 真規人 

 
吉河 章二 

田中 健一    

情報数理 

桔梗 宏孝 

(自 3 号館 413) 
渕野 昌 

(自 3 号館 414) 

ブレンドル 
(自 3 号館 424) 

菊池 誠 

(自 3 号館 426) 

酒井 拓史

（自 3 号館 415）
澤 正憲 

（自 3 号館 425）

 
薄葉 季路

（自 3 号館 427）
 

アーキテクチャ 

吉本 雅彦 

(自４号館 803) 
川口 博 
(S204/ 

自 4 号館 801) 

  
和泉 慎太郎

(自 4 号館 802)
 

ソフトウェア 
田村 直之 

(情報基盤センター
3F2) 

番原 睦則

(情報基盤センター
2F5) 

   

情 

報 

基 

礎 

情報通信 
太田 能 
(S505) 

鎌田 十三郎
(S202) 

 
高木 由美 

(S201) 

情報システム 
永田 真 

(自 3 号館 701) 
三浦 典之    

知能データ処理 
大川 剛直 

(自 3 号館 702) 
江口 浩二

(自 3 号館 703)
   

メディア情報  
滝口 哲也

(自 3 号館 807)
 

榎並 直子

(自 3 号館 806)
 

情 

報 

科 

学 

知 

能 

情 

報 

創発計算 
玉置 久 

(自 3 号館 516) 
    

藤井 勝宏
(D2-201) 

 

大西 和夫
(S510-1) 

 

山本 大介
（3W-303） 

山崎 智美
(D2-401) 

 

黒田 教子
(S102-1) 

 

長瀬 まどか
(S102-1) 
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専攻 講座 教育研究分野 教授 准教授 講師 助教 助手 技術職員 事務職員 

感 

性 

ア 

ー 

ト 

メ 

デ
ィ
ア 

（連 

携 

講 

座
）

 

感性アートメディア 塩見 昌裕 
石井カルロス寿憲

西尾 修一
   

計算基盤 
横川 三津夫 

（総合研究拠点 202） 

谷口 隆晴
（自 4 号館 208）

     

計算知能 
上原 邦昭 

(自 3 号館 802) 
中村 匡秀

(S103) 
 

松原 崇 
（自 3 号館 808）

   

計算流体 
坪倉 誠 

（自 4 号館 302） 
 堀 司     

計
算
科
学
基
礎 

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ技法 
陰山 聡 

（自 4 号館 805） 
 

坂本 尚久

（自 4 号館 804）
    

計算分子工学 
天能 精一郎 

（自 4 号館 704） 
倉重 佑輝  

大西 裕也
（自 4 号館 

705） 
   

計算生物学 
田中 成典 

（自 4 号館 608） 
  

島村 孝平
（自 4 号館 

607） 

   

計算ロボティクス 
羅 志偉 
(S509/ 

自 4 号館 702) 

全 昌勤 
（Ｓ512） 

     

計
算
科
学
創
成 

計算宇宙科学 
臼井 英之

(S304) 

三宅 洋平

（Ｓ306） 
     

応
用
計
算
科
学

（連
携
講
座
）

 

応用計算科学 

阪口 秀 
 

坪井 誠司 
桑野 聡      

計 

算 

科 

学 

大
規
模
計
算
科
学 

（連
携
講
座
）

 
大規模計算科学 

富田 浩文 

今村 俊幸 
横田 秀夫 
大浪 修一 

中村 宜文

曽田 繁利
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３ 履 修 科 目 一 覧 表  
 
専門科目 （◎1，◎2，◎3は必修，○は選択を示す）

各期の総授業時間 

1 2 3 4 
記
号 授業科目 

単
位
数 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教員 
講義 

番号 
備考 

◎1 力学基礎 1 1 15        

 
 

◎1 微分積分 1 1 15        

 
 

◎1 線形代数 1 1 15        

 
 

◎1 プログラミング演習 1 0.5 15    全教員   

 
 

◎1 初年次セミナー 1 15        

 
 

◎3 計算機概論 2 30    横川   

 
 

◎1 力学基礎 2 1  15       

 
 

◎1 微分積分 2 1  15       

 
 

◎1 線形代数 2 1  15       

 
 

◎1 プログラミング演習 2 0.5  15   全教員   

 
 

◎1 離散数学 2  30       

 
 

◎3 情報・通信ネットワーク 2  30   太田   

 
 

◎3 論理回路 2  30   川口   

 
 

◎1 応用解析学 2   30  谷口   

 
 

◎1 微分積分 3 1   15      

 
 

◎1 線形代数 3 1   15      

 
 

◎1 電磁気学基礎 1 1   15      

 
 

◎1 プログラミング演習 3 0.5   15  全教員   

 
 

◎2 電気回路及び演習 1 1   30  臼井   

 
 

◎1 微分積分 4 1    15     

 
 

◎1 線形代数 4 1    15     

 
 

◎1 電磁気学基礎 2 1    15     

 
 

◎1 プログラミング演習 4 0.5    15 全教員   

 
 

◎2 電気回路及び演習 2 1    30 臼井   

 
 

◎3 波動と振動 2    30 三浦   

 
 

◎1 物理学実験 2   30 30     

 
 

◎1 常微分方程式論 2     30     

 
 

◎2 アルゴリズム・データ構造 2     30 大川   

 
 

◎2 データ解析 1 1     15 玉置   

 
 

◎2 
アルゴリズム・データ構

造演習 
0.5     15 大川   

 
 

◎3 システムモデル 2     30 小林   

 
 

◎3 確率と統計 2     30     

 
 

◎1 応用アルゴリズム演習 0.5     15 全教員   

 
 

◎1 複素関数論 2     30     

 
 

◎2 データ解析 2 1     15 玉置   

 
 

◎2 制御工学及び演習 1 1     30 羅   

 
 

◎2 数理計画及び演習 1 1     30 貝原   

 
 

◎2 信号解析 1 1     15 的場   

 
 

◎2 データ解析演習 0.5     15 玉置   

 
 

◎1 数値解析 2     30 未定   

 
 

◎2 制御工学及び演習 2 1     30 羅   

 
 

◎2 数理計画及び演習 2 1     30 貝原   

 
 

◎2 信号解析 2 1     15 的場   

 
 

◎2 信号解析演習 0.5     15 的場   

 
 

◎3 コンピュータシステム 1 2     30 吉本   
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専門科目 （◎1，◎2，◎3は必修，○は選択を示す）

各期の総授業時間 

1 2 3 4 
記
号 授業科目 

単
位
数 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

担当教員 
講義 

番号 
備考 

◎3 現象計算 2     30

田中, 臼井, 

坪倉, 天能, 

陰山, 貝原 

  

 
 

◎1 総合実験 A1 1     30 全教員   

 
 

◎1 総合演習 A1 0.5     15 全教員   

 
 

◎3 ソフトウェア工学 2     30 中村   

 
 

◎3 言語工学 2     30
田村，番原, 

酒井 
  

 
 

◎3 コンピュータシステム 2 2     30 鳩野   

 
 

○ 情報数学 1     15 菊池   

 
 

◎1 総合実験 A2 1     30 全教員   

 
 

◎1 総合演習 A2 0.5     15 全教員   

 
 

◎3 ロボティクス 2     30 全   

 
 

◎3 設計工学 2     30 多田   

 
 

◎3 電子回路 2     30 永田   

 
 

◎3 並列計算 2     30 横川   

 
 

○ オペレーションズリサーチ 2     30 藤井   

 
 

○ 現代制御 2     30 増淵   

 
 

○ 情報管理 2     30 江口   

 
 

○ 知識工学 2     30 上原   

 
 

○ マクロ系計算 2     30 坪倉   

 
 

○ ミクロ系計算 2     30 天能   

 
 

○ ソフトウェア開発 1 1     15 鎌田   

 
 

◎1 総合実験 B1 1     30 全教員   

 
 

◎1 総合演習 B1 0.5     15 全教員   

 
 

○ ソフトウェア開発 2 1     15 鎌田   

 
 

○ センシングとメカトロニクス 2     30 花原   

 
 

○ メディア情報処理 2     30
熊本, 坂本, 

伴, 滝口 
  

 
 

○ 光情報工学 2     30 仁田   

 
 

○ ディジタル信号処理 2     30 滝口   

 
 

○ HPC 2     30 陰山   

 
 

◎1 総合実験 B2 1     30 全教員   

 
 

◎1 総合演習 B2 0.5     15 全教員   

 
 

◎3 卒業研究 8     90 90 90 90 全教員   

 
 

  
その他必要と認める専門科目 

その都度定める専門科目 
         

その都度

定める 

 
 
 
 
 
 
 
 

― 271 ―



   

週授業時間数（専門科目） 

1 年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後   
時
間
数 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

備考

◎１ 必  修 44 5 6 8 6 2  3 2 3 3 3 3         

◎２ 必  修 21     2 2 4  7 6              

◎３ 必  修 78 2 4   2 4   4 6 8    12 12 12 12  

○ 選  択 25             1 13 11         

 計 168 7 10 10 10 10  10 12 9 12 16 14 12 12 12 12  

 

 

単位数（専門科目） 

1年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後   
単
位
数 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

備考

◎１ 必  修 33.5 4.5 5.5 6.5 4.5 2  2.5 2 1.5 1.5 1.5 1.5      

◎２ 必  修 13.5   1 1 3.5  4.5 3.5          

◎３ 必  修 38 2 4  2 4   4 6 8      8  

○ 選  択 25          1 13 11      

 計 110.0 6.5 9.5 7.5 7.5 9.5  7.0 9.5 7.5 10.5 14.5 12.5    8  

 

 

４年生への進級要件及び卒業要件 

 全学共通科目 専門科目  

 基礎 
教養 

総合
教養

高度 
教養 

外国語
第 1 

外国語
第２

健康・スポーツ

科学基礎1,2

情報 
基礎 

◎１ ◎2 ◎3 ○ 計 

開講単位数        33.5 13.5 38 25  

≧39.5 ４年生への 

進級要件 
6 6 2 6 4 1 1 33.5 

≧11.5 ≧26 
≧5 ≧104 

卒業要件 6 6 4 6 4 1 1 33.5 13.5 38 ≧11＊ ≧124 

＊：外国語科目と健康・スポーツ科学の選択科目については，それぞれ２単位と１単位を上限として算入すること

ができる。 

― 272 ―



   

週授業時間数（専門科目） 

1 年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後   
時
間
数 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

備考

◎１ 必  修 44 5 6 8 6 2  3 2 3 3 3 3         

◎２ 必  修 21     2 2 4  7 6              

◎３ 必  修 78 2 4   2 4   4 6 8    12 12 12 12  

○ 選  択 25             1 13 11         

 計 168 7 10 10 10 10  10 12 9 12 16 14 12 12 12 12  

 

 

単位数（専門科目） 

1年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後   
単
位
数 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

備考

◎１ 必  修 33.5 4.5 5.5 6.5 4.5 2  2.5 2 1.5 1.5 1.5 1.5      

◎２ 必  修 13.5   1 1 3.5  4.5 3.5          

◎３ 必  修 38 2 4  2 4   4 6 8      8  

○ 選  択 25          1 13 11      

 計 110.0 6.5 9.5 7.5 7.5 9.5  7.0 9.5 7.5 10.5 14.5 12.5    8  

 

 

４年生への進級要件及び卒業要件 

 全学共通科目 専門科目  

 基礎 
教養 

総合
教養

高度 
教養 

外国語
第 1 

外国語
第２

健康・スポーツ

科学基礎1,2

情報 
基礎 

◎１ ◎2 ◎3 ○ 計 

開講単位数        33.5 13.5 38 25  

≧39.5 ４年生への 

進級要件 
6 6 2 6 4 1 1 33.5 

≧11.5 ≧26 
≧5 ≧104 

卒業要件 6 6 4 6 4 1 1 33.5 13.5 38 ≧11＊ ≧124 

＊：外国語科目と健康・スポーツ科学の選択科目については，それぞれ２単位と１単位を上限として算入すること

ができる。 

   

４ 履 修 上 の 注 意  

 

[１] 履修要領 

(1) 記号の◎１，◎２，◎３は必修科目，○は選択科目を示す。 

(2) 学生が１年間に履修登録可能な単位数は，工学部規則第６条に規定されている単位を上限とす

る。（工学部学生便覧参照） 

(3) 学生は，卒業するためには下記の要件をすべて満たさなければならない。 

基礎教養科目  ６単位 

総合教養科目 ６単位 

高度教養科目 ４単位 

外国語科目 

外国語第１ ６単位 

外国語第２ ４単位 

情報科目 

情報基礎 １単位 

健康・スポーツ科学 

健康・スポーツ科学実習基礎１ ０．５単位 

健康・スポーツ科学実習基礎２ ０．５単位 

専門科目，外国語科目及び健康・スポーツ科学の選択科目の合計（P.121，122 の別表第２履

修要件参照） 

９６単位以上 

総      計                              １２４単位以上 

 

専門科目修得方法 

必修科目◎1                            ３３.５単位 

必修科目◎2                            １３.５単位 

必修科目◎3                               ３８単位 

選択科目○                              １１単位以上 

(4) その他当学科が必要と認める専門科目については，当学科の選択科目としてみなすことができる。 

［２］内規 

(1)実験及び演習に関する履修要件 

・物理学実験を履修していない場合は，総合実験 A,B は履修できない。 

・情報基礎を履修していない場合は，プログラミング演習１～４及びアルゴリズム・データ構

造演習，応用アルゴリズム演習，総合演習Ａ，Ｂの計算機の利用を主とする科目は履修でき

ない。 

(2) 卒業研究を履修するためには，次の条件を満たしていることが必要である。 

・卒業に必要な基礎教養科目，総合教養科目，外国語科目，情報基礎および健康・スポーツ科

学の単位をすべて修得していること。また，高度教養科目については２単位以上を修得して
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いること。 

・必修科目◎１のうち，すべての単位を修得していること。 

・必修科目◎２のうち，１１.５単位以上を修得していること。 

・必修科目◎３のうち，２６単位以上を修得していること。 

・必修科目◎２，◎３の合計で，３９.５単位以上を修得していること。 

・選択科目○のうち，５単位以上を修得していること。 
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５ 各 授 業 科 目 の 関 係  
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１ 工学部学生の心得 
 

 以下については工学部キャンパスにおける心得であるので，鶴甲第１キャンパスにおける心得に

ついては，「学生生活案内」を参照すること。 

 

 １ 諸手続  

  手続には，学生が大学からの掲示及びホームページ等による通知に従い，一定の期間内に手続

をとらなければならないものと，学生から必要となったときに自発的に手続をしなければならな

いものがあります。 

  手続を怠ったり，不十分だったり，期限を超えたりすると，学生自身にとって不利益となるば

かりでなく，修学上にも支障を来すことがあるので十分注意してください。諸手続に関して不明

な点があれば，教務学生係に問い合わせてください。 

 ２ 欠席届，休学，復学及び退学の願い出  

(1)欠席届 

欠席が３週間以上３か月未満に及ぶ場合は，欠席届（所定の様式）を教務学生係に提出して

ください。 

(2)休学，復学，退学 

休学，復学，退学について願い出る場合は，所定願出用紙に必要事項を記入押印の上，教務

学生係に提出してください。 

 前期については，２月末までに，後期については，８月末までに願い出てください。 

なお，病気のため休学，退学する場合は，診断書を添付してください。 

また，病気回復により復学する場合は，保健管理医の診断を受けなければならないので，主

治医による復学意見書を添えて早めに願い出てください。 

 ３ 掲示板  

  掲示板は学生への通知及び呼出し等に利用するので，常に注意してください。 

  学生公示用掲示板は教室棟１Ｆ，教務学生係東側及び各学科に設置しています。 

 ４ 掲示，ポスター，ビラ等  

  学生は，掲示，ポスター，ビラ等を，学生用掲示板以外の場所に掲示できません。 

  また，営利目的の掲示等は，学生用掲示板であっても掲示できません。 

  学生用掲示板への掲示物は，期限が過ぎた物などは速やかに取り除くなどし，特定グループに

よる私物化は避けてください。 

 学生用掲示板以外への掲示物や，期限が過ぎても放置されている掲示物は，撤去します。 

 ５ 授業料の納付  

  授業料は，次の期限までに納付してください。 

   前 期： ４月３０日まで 

   後 期：１０月３１日まで 

 ６ 諸証明書等の発行（学生生活案内（別冊子）でも確認してください。）  

（1）証明書自動発行機により交付するもの 
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①通学証明書交付願 

②学割証（学校学生生徒旅客運賃割引証） 

③成績証明書 

④在学証明書 

⑤卒業（修了）見込証明書（最終学年のみ） 

※自動発行機は，教務学生係前に設置しています。工学部以外の自動発行機の設置場所につ

いては，学生生活案内（別冊子）で確認してください。 

（2）教務学生係で交付するもの 

①学生証 

入学時に交付される学生証は，本学の学生であることを証明するものなので，常に携帯し

てください。また，紛失・盗難により悪用されて被害を受けることがありますので，管理に

は十分注意してください。 

   下記の場合は，学生証が必要になりますので，注意してください。 

   ・期末試験を受験するとき 

   ・保健管理センターや附属図書館等を利用するとき 

   ・証明書自動発行機により証明書の交付を受けるとき 

   ・通学定期乗車券を購入するとき など 

   なお，卒業・修了・退学等により学籍を離れるときは，直ちに返却してください。 

［再交付］ 

  学生証の紛失，破損及び改姓等をしたときは，教務学生係へ再交付願を提出してください。 

再発行までに約１週間かかります。また，有効期限が過ぎたときは，教務学生係で新しい

学生証と交換してください。 

 ［磁気データ消失］ 

  学生証の磁気データが消失した場合は，学務部教育推進課（鶴甲第１キャンパスＫ棟）へ

磁気データの書き込みを申し出てください。 

②通学証明書 

   通学証明書は，通学定期券を購入するときに必要となります。通学証明書の交付を受けるに

は，証明書自動発行機で『通学証明書交付願』を発行し必要事項を記入の上，教務学生係へ提

出してください。 

 （3）自動発行機で発行できない証明書 

発行までに３～４日要しますので，余裕をもって教務学生係に申し出てください。 

 ７ 学生登録票記載事項の変更  

  入学時に提出した学生登録票の記載事項（住所等）に変更が生じた時は，速やかに教務学生係

へ届出してください。 

 ８ 授業料免除  

  学業成績が優秀で，学費の納付が困難な学生に対しては，半期毎に授業料を免除（全額又は半

額）する制度があります。 

  詳細については，学生センター，学生生活案内（別冊子）及び掲示等で確認してください。 
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 ９ 奨学金  

  奨学金は，大きく２つに分類されます。 

  ・独立行政法人日本学生支援機構による奨学金 

  ・地方公共団体・民間奨学財団等による奨学金 

  詳細については，学生センター，学生生活案内（別冊子）及び掲示等で確認してください。 

 10 学生教育研究災害傷害保険  

  正課中，学校行事中，学校施設内外での課外活動中及び通学中等の不慮の災害を被った際に保

険金が支払われます。全員加入してください。 

詳細については，学生センター及び学生生活案内（別冊子）等で確認してください。 

 11 図書館の利用  

  本学の附属図書館は次の図書館により構成されております。 

利用については図書館利用案内（別冊子）及び学生生活案内（別冊子）を参照してください。 

「総合・国際文化学図書館」，「社会科学系図書館」，「自然科学系図書館」， 

「人文科学図書館」，「人間科学図書館」，「経済経営研究所図書館」，「医学分館」， 

「保健科学図書室」，「海事科学分館」 

 12 保健管理センター  

  学生生活をおくる上で最も大切なことは，心身ともに健康であるということです。本学には学

生及び職員の心身の健康に関する専門的業務を行う保健管理センターが設置されています。主な

業務としては次のとおりです。 

 「健康診断と再検査・精密検査」，「健康診断書の発行」，「救急処置」， 

「健康相談（「からだの相談」と「こころの相談」）」，「保健指導」，「健康教育」など 

  詳細については，学生生活案内（別冊子）及びホームページ等で確認してください。 

 13 教室の使用  

  研究会等のため教室を使用したい場合は，所定の教室使用許可願を教務学生係に提出して許可

を得てください。 

 14 施設の使用  

 (1) 施設利用の一般的留意事項 

   施設の使用に当たっては，次の事項を遵守すること。 

  ①研究室・実験室等における火気使用時の設備点検 

  ②退室時における火気点検 

  ③所定場所以外の喫煙禁止 

  ④危険物の貯蔵及び取扱いの点検 

  ⑤退室時における窓・扉の施錠確認 

  ⑥机・ロッカー等に現金貴重品を置かないこと。 

  ⑦常時使用しない移動可能な備品類は保管庫等に入れて必ず施錠すること。 

(2) 視聴覚機器等の貸出 

   正規の授業，研究会等のために次のとおり視聴覚機器等の貸出を行っています。 

使用しようとする場合は，教務学生係に申し出てください。 
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「液晶プロジェクタ」，「プロジェクタ」，「スクリーン」，「指示棒」， 

「レーザーポインタ」等 

 15 自動車，単車の構内乗り入れ規制  

  教育，研究のための環境条件を維持するために，自動車，単車の構内乗り入れは，次のとおり

規制しています。 

（1）学生の自動車通学は，身体障害など特別の事情を有する者以外は禁止しています。 

（2）工学部駐輪場以外の構内への単車乗り入れは禁止しています。 

（3）単車利用者は，西側の専用路により工学部駐輪場へ入場し，次の事項を遵守してくださ

い。 

 ① 工学部駐輪場は，次ページの配置図を参照してください。 

 ② 駐輪場では，奥から詰めて順序よく駐輪してください。 

 ③ 通行中は構内速度規制を順守し，交通安全に心がけてください。 

 ④ 近隣の住人や学内の教育・研究の迷惑にならないよう，必要以上にエンジン音等，

騒音を立てないでください。 

    ⑤ 自賠責保険のほか，任意保険にも加入してください。 

    ⑥ 単車を駐輪場に長時間放置しないでください。 

（4）単車通学者の安全運転意識の向上および事故防止等の観点から単車の駐輪登録を実施し

ています。教務学生係または学生センターで登録書の配付と受付をしていますので登録をし

てください。 

登録時に配付する登録シールのない単車や指定場所以外に駐輪している単車は撤去する

ことがありますので必ず登録してください。 

 16 喫煙  

  受動喫煙防止を強く押し進める趣旨から，学舎内全面禁煙及びキャンパス内歩行喫煙禁止とし

ています。喫煙は，屋外に設置の喫煙コーナーを利用してください。  

 17 緊急時の連絡  

地震，風水害，火災，交通事故等の災害に被災した学生は，自己及び友人の安否，被災の程

度について，速やかに教務学生係へ連絡してください。 

電話番号  （078）803－6350 

ＦＡＸ番号 （078）803－6364 

 18 キャンパスライフ支援センター 

障害があるなどの理由により，日常の勉学や学生生活になんらかの困難や不安を抱えている

場合の相談や調整を行っています。専門家が相談にのり，講義に対する配慮や履修登録の支援，

試験時の配慮等，必要に応じたサポートを検討します。 
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１．奥からつめて順序よく駐輪すること。 

２．出入口付近では時速10km以下の徐行をすること。 

３．歩行者の安全に注意すること。 

４．必要以上にエンジン音や騒音を立てないこと。 

― 283 ―



Ⅷ	

学
生
関
係
規
則

Ⅷ	 学 生 関 係 規 則



  

１ 神戸大学学生健康診断規程 
 

（平成16年４月１日制定） 

 

 （趣  旨） 

第 １ 条 この規程は，神戸大学の学生に対する健康診断及び事後措置等について定めるものとする。 

 （実施機関） 

第 ２ 条 健康診断は，保健管理センターが行う。 

 （健康診断の種類） 

第 ３ 条 健康診断は，定期健康診断及び臨時健康診断とする。 

２  定期健康診断は，毎学年定期に行うものとする。 

３  臨時健康診断は，保健管理センター所長が必要と認めたときに行うものとする。 

 （受診の義務） 

第 ４ 条 学生は，健康診断を受けなければならない。 

２  学生は，健康診断を受けなかったときは，保健管理センター所長の定める期間内に，当該健

康診断と同等の実施項目を含む健康診断証明書を保健管理センターに提出しなければならない。 

３  前項の規定による健康診断証明書を提出できないときは，保健管理センター所長に申し出て

指示を受けなければならない。 

 （健康診断の結果の区分及び通知） 

第 ５ 条 保健管理センター所長は，健康診断の結果を別表により区分し，学部長等（各学部長及

び各研究科長をいう。以下同じ。）に通知するとともに，学生に通知するものとする。ただし，

疾病のない者については，学生への通知を省略することができる。 

 （事後措置） 

第 ６ 条 学部長等は，健康診断の結果，疾病のため生活規制又は治療を要する者があるときは，

保健管理センター所長と協議の上，当該学生の健康回復に必要な指導を行わなければならない。 

２  健康診断の結果，疾病のある者は，前項の指導に従わなければならない。 

 （復学時の受診） 

第 ７ 条 疾病のため休学中の者が復学しようとするときは，学部長等を経て，保健管理センター

所長に申し出て，健康診断を受けなければならない。 

 （証明書の発行） 

第 ８ 条 第３条の健康診断を受けた者が，健康診断証明書を必要とするときは，これを発行する

ことがある。 

 

附  則 

 この規程は，平成16年４月１日から施行する。 
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別 表 

判       定       区       分 

Ａ（要休業） 授業を休む必要のあるもの 

Ｂ（要軽業） 授業に制限を加える必要のあるもの 

Ｃ（要注意） 授業をほぼ平常に行ってもよいもの 

生
活
規
正
の
面 Ｄ（健 康） 全く平常の生活でよいもの 

１（要医療） 医師による直接の医療行為を必要とするもの 

２（要観察） 
医師による直接の医療行為を必要としないが，定期的に医師の観察

指導を必要とするもの 

医
療
の
面 

３（健 康） 医師による直接又は間接の医療行為を全く必要としないもの 
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２ 神戸大学における授業料，入学料，検定料及び寄宿料の額に関する規程 
 

 （趣  旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人神戸大学会計規則（平成16年４月１日制定）第52条の規定に基

づき，神戸大学（以下「本学」という。）における授業料，入学料，検定料及び寄宿料の額に関

し必要な事項を定めるものとする。 

 （授業料，入学料及び検定料の額） 

第２条 本学において徴収する授業料（幼稚園にあっては，保育料。以下同じ。），入学料（幼稚

園にあっては，入園料。以下同じ。）及び検定料の額は，次の表のとおりとする。 
 

区        分 授  業  料 入 学 料 検 定 料

学部 年額 535,800円 282,000円 17,000円

大学院の研究科（法学研究科実務法律専攻を除く｡） 年額 535,800円 282,000円 30,000円

法学研究科実務法律専攻 年額 804,000円 282,000円 30,000円

乗船実習料 ６か月につき 267,900円 169,200円 18,000円

幼稚園 年額  73,200円 31,300円 1,600円

中等教育学校の後期課程 年額 115,200円 56,400円 9,800円

特別支援学校の高等部 年額  4,800円 2,000円 2,500円

科目等履修生・聴講生 １単位につき  14,800円 28,200円 9,800円

研究生 月額  29,700円 84,600円 9,800円

特別聴講学生 １単位につき  14,800円   

特別研究学生 月額  29,700円   

 

２ 神戸大学教学規則（以下「教学規則」という。）第22条第４項（教学規則第72条において準用

する場合を含む。）の規定により，本学の修業年限又は標準修業年限を超えて一定の期間にわた

り計画的に教育課程を履修して卒業又は課程を修了することを認められた者から徴収する授業料

の年額は，当該在学を認められた期間（以下「長期在学期間」という。）に限り，前項の規定に

かかわらず，同項に規定する授業料の年額に本学の修業年限又は標準修業年限に相当する年数を

乗じて得た額を長期在学期間の年数で除した額（その額に10円未満の端数があるときは，これを

切り上げるものとする。）とする。 

３ 学部において，出願書類等による選抜（以下この項及び次項において「第一段階目の選抜」と

いう。）を行い，その合格者に限り学力検査その他による選抜（以下この項及び次項において

「第二段階目の選抜」という。）を行う場合の検定料の額については，第１項の規定にかかわら

ず，第一段階目の選抜に係る額は4,000円とし，第二段階目の選抜に係る額は13,000円とする。 

４ 法学研究科実務法律専攻において，第一段階目の選抜を行い，その合格者に限り第二段階目の

選抜を行う場合の検定料の額については，第１項の規定にかかわらず，第一段階目の選抜に係る

額は7,000円とし，第二段階目の選抜に係る額は23,000円とする。 

５ 小学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中学部において，入学を許

可するための試験，健康診断，書面その他による選考等を行った場合に徴収する検定料の額は，次
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の表のとおりとする。 
 

区   分 検 定 料

小学校 3,300円 

中等教育学校の前期課程 5,000円 

特別支援学校の小学部 1,000円 

特別支援学校の中学部 1,500円 

 

６ 第1項に規定する幼稚園，中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部並びに前項に規

定する小学校及び中等教育学校の前期課程並びに特別支援学校の小学部及び中学部の入学を許可

するための選考等において，抽選等(以下この項において「試験等」という。)を行う場合の検定

料の額については，第1項及び前項の規定にかかわらず，抽選による選考等に係る額は，次の表

の第2欄に掲げるとおりとし，試験等に係る額は，同表の第3欄に掲げる額とする。 
 

区   分 抽選による選考等に係る額 試験等に係る額 

幼稚園      700円     900円 

小学校     1,100円    2,200円 

中等教育学校の前期課程     1,300円    3,700円 

中等教育学校の後期課程     2,400円    7,400円 

特別支援学校の小学部      500円     500円 

特別支援学校の中学部      600円     900円 

特別支援学校の高等部      700円    1,800円 

 

７ 学部の転学，編入学又は再入学に係る検定料の額は，第１項の規定にかかわらず，30,000円と

する。 

８ 編入学，転入学又は再入学をした者に係る授業料の額は，当該者の属する年次の在学者に係る

額と同額とする。 

９ 大学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）第16条第１項ただし書の規定により，大学院研究

科の修士課程を修了し，引き続き当該大学大学院研究科の博士課程に進学した者の授業料の額に

ついては，当該者の属する年次の在学者に係る額と同額とする。 

 （寄宿料の額） 

第３条 本学において徴収する寄宿料の額は，次の表のとおりとする。 
 

区   分 学生寮等の名称 寄 宿 料 

住吉国際学生宿舎 月額  4,700 円 

白鴎寮 月額  5,900 円 

居室が単身用の場合 住吉寮，女子寮，国維寮，インターナシ

ョナル・レジデンス(単身室 床面積15㎡

未満) 

月額  18,000 円 
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区   分 学生寮等の名称 寄 宿 料 

 
インターナショナル・レジデンス(単身

室 床面積15㎡以上) 
月額  21,000 円 

国際交流会館（夫婦室） 月額  9,500 円 

国際交流会館（家族室） 月額  11,900 円 

インターナショナル・レジデンス(夫婦

室) 
月額  45,000 円 居室が世帯用の場合 

インターナショナル・レジデンス（家族

室） 
月額  49,000 円 

 

２ この条に定めるもののほか，寄宿料の額に関し必要な事項は，別に定める。 

 

附  則 

この規程は，平成27年４月１日から施行する。 
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３ 神戸大学授業料免除及び徴収猶予取扱規程 

 

（平成16年４月１日制定） 

 

第１ 章 総   則 

 （趣  旨） 

第 １ 条 この規程は，神戸大学教学規則（平成16年４月１日制定。以下「教学規則」という。）

第51条第２項及び第52条第２項（教学規則第72条において準用する場合を含む。）の規定に基

づき，神戸大学（以下「本学」という。）の授業料の免除並びに徴収猶予及び月割分納（以下

「授業料の免除等」という。）の取扱いについて定めるものとする。 

 （対 象 者） 

第 ２ 条 授業料の免除等の対象となる者は，本学の学部及び大学院の学生（特別聴講学生，特別

研究学生，科目等履修生，聴講生，研究生及び専攻生を除く。以下同じ。）並びに乗船実習科

の学生とする。 

 （申請及び許可） 

第 ３ 条 授業料の免除等を受けようとする者（授業料の徴収猶予を受けようとする場合であって，

学生が行方不明であるときは，学生に代わる者）は，各期（教学規則第50条第１項に規定する

前期及び後期をいう。以下同じ。）ごとに学長に申請しなければならない。ただし，医学部

（１年次生を除く。），海事科学部（１年次生を除く。），医学研究科，保健学研究科，海事

科学研究科又は乗船実習科（以下「医学部等」という。）に所属する者は，医学部等の長を経

て学長に申請しなければならない。 

２  学長は，前項の規定による申請があったときは，神戸大学学生委員協議会（以下「学生委員

協議会」という。）の議を経て当該期分の授業料の免除等を許可することができる。 

 （免除実施可能額及び選考基準） 

第 ４ 条 授業料の免除等の免除実施可能額及び選考基準は，別に定める。 

 （申請者に係る授業料） 

第 ５ 条 授業料の免除等の申請者は，授業料の免除等の許可又は不許可の決定がなされるまでの

間，当該授業料の納付を要しない。 

 

第２ 章 授業料の免除 

 （経済的理由による免除） 

第 ６ 条 学生が経済的理由により授業料を納付することが困難であり，かつ，学業が優秀である

と認められる場合は，授業料の全額又は半額を免除することができる。 

２  前項の規定により授業料の免除を受けようとする者は，各期ごとの所定の日までに次の書類

をもって申請しなければならない。 

 (1) 授業料免除申請書 

 (2) 学生又は当該学生の学資を主として負担している者（以下「学資負担者」という。）の居

住地の市区町村長の所得証明書 
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 (3) その他本学において必要と認める書類 

 （特別な事情による免除） 

第 ７ 条 学生が次の各号のいずれかに該当する特別な事情により授業料を納付することが著しく

困難であると認められる場合は，当該理由の発生した日の属する期の翌期に納付すべき授業料

の全額又は半額を免除することができる。ただし，当該理由発生の時期が当該期の授業料の納

付期限以前であり，かつ，当該学生が当該期分の授業料を納付していないときは，当該期分の

授業料の全額又は半額を免除することができる。 

 (1) 各期ごとの授業料の納期前６月以内（入学した日の属する期分の授業料の免除に係る場合

は，入学前１年以内）において学資負担者が死亡し，又は学生若しくは学資負担者が風水害

等の災害（以下「災害」という。）を受けた場合 

 (2) 前号に準ずる場合であって，本学が相当と認める理由があるとき。 

２  前項の規定により授業料の免除を受けようとする者は，各期ごとの所定の日までに次の書類

をもって申請しなければならない。 

 (1) 授業料免除申請書 

 (2) 学生又は学資負担者の居住地の市区町村長の所得証明書 

 (3) 学資負担者の死亡を証明する書類（学資負担者が死亡したことにより免除を受けようとす

る者に限る。） 

 (4) 学生又は学資負担者の居住地の市区町村長の罹災証明書（災害を受けたことにより免除を

受けようとする者に限る。） 

 (5) その他本学において必要と認める書類 

 

第３ 章 授業料の徴収猶予及び月割分納 

 （徴収猶予） 

第 ８ 条 学生が次の各号のいずれかに該当する場合は，授業料の徴収を猶予することができる。 

 (1) 経済的理由により納付期限までに授業料を納付することが困難であり，かつ，学業が優秀

であると認められる場合 

 (2) 行方不明の場合 

 (3) 学生又は学資負担者が災害を受け，納付期限までに授業料を納付することが困難であると

認められる場合 

 (4) その他やむを得ない事情により納付期限までに授業料を納付することが困難であると認め

られる場合。 

２  前項の規定により授業料の徴収猶予を受けようとする者は，各期ごとの所定の日までに次の

書類をもって申請しなければならない。 

 (1) 授業料徴収猶予申請書 

 (2) 学生又は学資負担者の居住地の市区町村長の所得証明書 

 (3) その他本学において必要と認める書類 

３  授業料の徴収猶予の期間は，前期分については８月末日まで，後期分については２月末日ま

でとする。 
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 （月割分納） 

第 ９ 条 前条第１項第１号，第３号又は第４号に該当する場合であって，特別の事情のあるとき

は，授業料を月割分納させることができる。 

２  前項の規定により授業料の月割分納をしようとする者は，各期ごとの所定の日までに次の書

類をもって申請しなければならない。 

 (1) 授業料月割分納申請書 

 (2) 学生又は学資負担者の居住地の市区町村長の所得証明書 

 (3) その他本学において必要と認める書類 

３  授業料の月割分納額は，授業料の年額の12分の１に相当する額（以下「月割計算額」とい

う。）とし，毎月５日までに納付するものとする。 

 

第４ 章 許可の取消し 

 （許可の取消し） 

第 10条 授業料の免除等を許可されている者が次の各号のいずれかに該当するときは，学長は，

学生委員協議会の議を経て授業料の免除等の許可を取り消すことができる。 

 (1) 授業料の免除等の理由が消滅したことが判明したとき。 

 (2) 申請が虚偽の事実に基づくものであることが判明したとき。 

 (3) 教学規則第55条の２に規定する懲戒処分を受けたとき。 

 （許可を取り消された者に係る授業料） 

第 11条 前条の規定により授業料の免除等の許可を取り消された者は，次の各号に定める授業料

を納付しなければならない。 

 (1) 授業料の免除の許可を取り消された者は，月割計算額に，その許可を取り消された月から

その期の末月までの月数を乗じて得た額の授業料。ただし，申請が虚偽の事実に基づくもの

であることが判明したことにより免除の許可を取り消された者は，当該期分の授業料 

 (2) 授業料の徴収猶予の許可を取り消された者は，当該期分の授業料 

 (3) 授業料の月割分納の許可を取り消された者は，未納の授業料 

 

第５ 章 雑    則 

 （雑  則） 

第 12条 この規程に定めるもののほか，授業料の免除等の取扱いに関し必要な事項は，別に定める。 

 

附  則 

 この規程は，平成23年４月１日から施行する。 

 

 

― 294 ―



  

４ 神戸大学学生懲戒規則 
 

（平成16年４月１日制定） 

 

 （趣  旨） 

第１条 この規則は，神戸大学教学規則（平成16年４月１日制定）第55条の２（第72条において準

用する場合を含む。）に規定する学生の懲戒について必要な事項を定めるものとする。 

 （懲  戒） 

第２条 懲戒は，本学の規定に違反し，学生としての本分を守らない者があるときに行われるもの

とする。 

 （懲戒の内容） 

第３条 懲戒の内容は，次のとおりとする。 

 (1) 訓告 文書により注意を与え，将来を戒めること。 

 (2) 停学 有期又は無期とし，この間の登校及び次の行為を禁止すること。 

イ 本学の施設及び設備を利用すること（本学が発行したアカウントを用いて，本学の管

理する電子計算機及び情報ネットワーク機器を利用することを含み，特に退去を命ぜら

れない限り，本学の学生寮又は外国人留学生宿舎に居住することを除く。）。 

ロ 本学の公認課外活動団体の活動に参加すること。 

 (3) 懲戒退学 命令により退学させ，再入学を認めないこと。 

 （懲戒の発議） 

第４条 懲戒の対象となりうる行為があったと認めるときは，当該行為を行った学生の所属学部又

は研究科の教授会（以下「教授会」という。）は，その事実関係を調査し，懲戒処分の要否等に

ついて審議するものとする。 

２  学長が指名した理事は，前項の調査及び審議に際し，必要に応じて，教授会に対し意見を述

べることができる。 

３  教授会は，懲戒処分の必要があると認めたときは，事実関係についての調査報告書及び懲戒

処分案を作成し，学長に懲戒の発議を行わなければならない。 

 （複数の学部又は研究科に係わる場合の懲戒手続） 

第５条 懲戒の対象となりうる行為が，異なる学部又は研究科に所属する複数の学生によって引き

起こされた場合は，教授会は，事実関係の調査及び審議に際して，相互に連絡し，調整するもの

とする。 

 （弁  明） 

第６条 教授会は，第４条第１項の事実関係の調査を行うに当たり，当該学生にその旨を告知し，

口頭又は文書による弁明の機会を与えなければならない。 

２  当該学生は，弁明の際，必要な証拠を提出し，証人の喚問を求めることができるとともに，

補佐人を指名し，その補佐を受けることができる。 

３  弁明の機会を与えられたにもかかわらず，正当な理由もなく当該学生が欠席し，又は弁明書

を提出しなかった場合は，この権利を放棄したものとみなす。 
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 （懲戒処分の決定） 

第７条 学長は，第４条第３項により教授会から発議があったときは，教育研究評議会（以下「評

議会」という。）の議を経て，懲戒処分を決定する。 

２  評議会は，前項の審議において必要があると認め，改めて事実関係の調査及び審議を行う場

合においては，前条の規定を準用する。 

 （懲戒処分の通知） 

第８条 学長は，懲戒処分を決定した場合は，当該学生に通知しなければならない。 

２  懲戒処分の通知は，処分理由を記載した懲戒処分書を当該学生に交付することにより行う。

ただし，交付の不可能な場合には，他の適当な方法により通知する。 

 （懲戒の発効） 

第９条 懲戒の発効日は，懲戒処分書の交付日とする。ただし，やむをえない場合は，この限りで

ない。 

 （無期停学の解除） 

第10条 教授会は，無期停学の学生について，その発効日から起算して６月を経過した後，停学の

解除が妥当であると認めたときは，学長に停学の解除を発議することができる。 

２  学長は，前項の発議に基づき，停学を解除する。 

 （異議申立て） 

第11条 懲戒処分を受けた者は，事実誤認，新事実の発見その他の正当な理由があるときは，懲戒

の発効日から起算して14日以内に，文書により学長に異議申立てを行うことができる。 

２  学長は，前項の異議申立てがあったときは，再審査の要否を評議会に付議するものとする。 

３  評議会が再審査の必要があると認めたときは，学長は，教授会に再審査を要請するものとする。 

 

   附  則 

 この規則は，平成27年４月１日から施行する。 
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５ 神戸大学学生懲戒規則に関する申し合わせ 
 

（平成16年４月１日教育研究評議会決定） 

 

 神戸大学学生懲戒規則に定める手続の適正化，透明化を図るに当たっては，懲戒処分に該当する

行為それ自体もあらかじめ明確に特定しておくことが望まれることから，次の申し合わせを行うも

のとする。 

 

１ 懲戒の対象となりうる行為は，次の行為とする。 

 (1) 学生の本分に反する重大な犯罪行為 

 (2) 本学の教職員又は学生に対する暴力行為 

 (3) 本学の施設・設備への重大な破壊行為 

 (4) 本学の教育・研究活動に対する重大な妨害行為 

 (5) その他前各号に準ずる行為 

 

２ 教育研究機関としての大学のなす懲戒は，教育的な配慮から慎重に行われなければならず，学

生の自主的な活動に対しては，特に慎重な配慮が加えられなければならない。 

 

３ 申し合わせ第１項は，懲戒対象行為を限定し，その明確化を図ることを旨とし，従来了解され

てきたその範囲を拡大するものではない。 
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６ 神戸大学学生表彰規程 
 

平成17年２月17日制定 

 

 （趣  旨） 

第 １ 条 この規程は，神戸大学教学規則（平成16年４月１日制定）第55条第２項の規定に基づき，

神戸大学（以下「本学」という。）の学生及び学生団体の表彰に関し必要な事項を定めるもの

とする。 

 （表彰の基準） 

第 ２ 条 表彰は，学生及び学生団体のうち，次の各号のいずれかに該当するものについて行うも

のとする。 

 (1) 学術研究活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの 

  イ 国際的規模又は全国的規模の学会から賞を受けたもの 

  ロ その他これらに準ずる学会等から高い評価を受けたもの 

 (2) 本学公認課外活動団体の活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの 

  イ 国際的規模の競技会，公演会，展覧会等（以下「競技会等」という。）において優秀な成

績を修め，又は高い評価を受けたもの 

  ロ 全国的又は地区的規模の競技会等において優秀な成績を修めたもの 

  ハ 公的機関等から表彰を受ける等高い評価を受けたもの 

  ニ 卒業年度に当たる者で，在学中の課外活動において特に顕著な功労があったもの 

 (3) 社会活動において，次のいずれかに該当すると認められるもの 

  イ ボランティア活動等において，公的機関等から表彰を受ける等社会的に特に高い評価を受

けたもの 

  ロ 人命救助，犯罪防止，災害救助等に貢献したことにより，公的機関等から表彰を受ける等

社会的に特に高い評価を受けたもの 

  ハ その他社会活動において特に高い評価を受けたもの 

 (4) 前各号に掲げるもののほか，特に優れた業績，功績等があったと認められるもの 

 （表彰候補者の推薦） 

第 ３ 条 各学部長，各研究科長，各課外活動団体の顧問教員等は，前条各号のいずれかに該当す

ると認められる学生又は学生団体（以下「表彰候補者」という。）がある場合は，別記様式第

１により学長に推薦するものとする。 

 （被表彰者の選考及び決定） 

第 ４ 条 学長は，前条の規定に基づき推薦された表彰候補者について，学生委員協議会の議を経

て，表彰される者（以下「被表彰者」という。）を決定する。 

 （表彰の方法） 

第 ５ 条 表彰は，学長が別記様式第２の表彰状を授与することにより行う。 

２  前項の表彰状に添えて，記念品を贈呈することができる。 
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 （表彰の時期） 

第 ６ 条 表彰は，被表彰者が決定された後，速やかに行うものとする。ただし，第２条第２号に

該当する表彰については，原則として毎年３月に行うものとする。 

 （事  務） 

第 ７ 条 表彰に関する事務は，学務部学生支援課において処理する。 

 （雑  則） 

第 ８ 条 この規程に定めるもののほか，学生及び学生団体の表彰の実施に関し必要な事項は，別

に定める。 

 

附  則 

 この規程は，平成25年７月１日から施行する。 
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７ 国立大学法人神戸大学におけるハラスメントの防止等に関する規程 
 

（平成18年１月24日制定） 

 

 （趣  旨） 

第１条 この規程は，国立大学法人神戸大学（以下「大学」という。）における全ての職員並びに

幼児，児童，生徒，学生及び研究生等（以下「学生等」という。）が個人として尊重されるとと

もに，就労上及び就学上の適正な環境を維持するため，大学におけるセクシュアル・ハラスメン

ト，アカデミック・ハラスメント及びその他のハラスメントの防止等に関する事項を定める。 

 （定  義） 

第２条 この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところによる。 

 (1) ハラスメント 次のイからハに掲げるものをいう。 

  イ セクシュアル・ハラスメント 職員又は学生等が他の職員又は学生等に，言葉，視覚，行

動等により，就労，就学，教育又は研究上の関係を利用して，相手の意に反する性的な性質

の言動等を行うこと及びそれに伴い，相手が職務及び学業を行う上で利益又は不利益を与え，

就労，就学，教育及び研究のための環境（以下「教育研究環境等」という。）を悪化させる

ことをいう。 

  ロ アカデミック・ハラスメント 職員又は学生等が他の職員又は学生等に，優位な立場や権

限を利用し又は逸脱して，その指示，指導等を受ける者の向学意欲，労働意欲及び教育研究

環境等を著しく阻害又は悪化させる結果となる不適切な言動等を行うことをいう。 

  ハ その他のハラスメント 職員又は学生等が他の職員又は学生等に飲酒の強要，誹謗，中傷，

風評の流布等により人権を侵害することとなる不適切な言動等を行うことをいう。 

 (2) 被害を訴えた人 ハラスメントによる被害を受けたと訴えた職員又は学生等をいい，加害者

として訴えられたことにより被害を受けたと訴えた職員又は学生等を含む。 

 (3) 加害者とされた人 被害を訴えた人がハラスメントを行ったとする職員又は学生等をいう。 

 (4) 部局 各機構，医学部，人文学研究科，国際文化学研究科，人間発達環境学研究科，法学研

究科，経済学研究科，経営学研究科，理学研究科，医学研究科，保健学研究科，工学研究科，

システム情報学研究科，農学研究科，海事科学研究科，国際協力研究科，自然科学系先端融合

研究環，経済経営研究所，附属図書館，医学部附属病院，附属学校部，社会科学系教育研究府，

統合研究拠点，日欧連携教育府，農学研究科附属食資源教育研究センター，情報基盤センター，

連携創造本部，留学生センター，研究基盤センター，環境保全推進センター，計算科学教育セ

ンター，海洋底探査センター，保健管理センター，キャリアセンター，キャンパスライフ支援

センター，国立大学法人神戸大学学則(平成16年4月1日制定)第18条第1項の規定により設置さ

れる室及び事務局(監査室及び内部統制室を含む。)をいう。 

 （防止委員会） 

第３条 大学に，ハラスメントの防止等に関し，その対策等について審議し，その実施及び推進を

図るため，ハラスメント防止委員会（以下「防止委員会」という。）を置く。 

２ 防止委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。この場合において，学長は，委員が
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両性の委員で構成されるよう配慮するものとする。 

 (1) 学長が指名する理事 

 (2) 人文学研究科，国際文化学研究科，人間発達環境学研究科，法学研究科，経済学研究科，経

営学研究科，理学研究科，医学研究科，保健学研究科，工学研究科，システム情報学研究科，

農学研究科，海事科学研究科，国際協力研究科，自然科学系先端融合研究環及び経済経営研究

所から選出された教授又は准教授各１人 

 (3) 事務局長 

 (4) 保健管理センター所長 

 (5) 事務局長が指名した事務系職員若干人 

 (6) その他学長が必要と認めた者 

３ 防止委員会は，次に掲げる事項を行う。 

 (1) ハラスメントの防止に関する研修・啓発活動の企画及び実施に関すること。 

 (2) ハラスメントに関する相談への対応に関すること。 

 (3) その他ハラスメントの防止に関すること。 

４ 第２項第２号，第５号及び第６号の委員は，学長が任命する。 

５ 第２項第２号，第５号及び第６号の委員の任期は２年とし，再任することができる。ただし，

欠員が生じた場合の補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

６ 防止委員会に委員長を置き，学長が指名する理事をもって充てる。 

７ 委員長は，防止委員会を招集し，その議長となる。 

８ 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長の指名する委員が，その職務を代行する。 

９ 防止委員会において，ハラスメントに関する相談に対応するに当たっては，関係者のプライバ

シー，名誉その他の人権を尊重するとともに相談内容に関して秘密保持に留意するものとする。 

10 この条に定めるもののほか，防止委員会の運営に関し必要な事項は，防止委員会が定める。 

 （相談への対応） 

第４条 防止委員会は，ハラスメントに関する相談について審議した結果，必要と認めた場合は，

学長へハラスメント調査委員会の設置を要請し，又は関係する部局の長へ対応に係る指示等を行

うものとする。 

２ 前項の規定により，防止委員会から対応に係る指示を受けた部局の長は，適切に対処し，当該

結果を速やかに防止委員会委員長に報告するものとする。 

 （相談窓口） 

第５条 ハラスメントに関する相談窓口として相談員を置き，次の各号に掲げる者をもって充てる。 

 (1) 部局の長及び部局選出の評議員 

 (2) 神戸大学学生委員協議会規程（平成16年４月１日制定）第２条に定める者 

 (3) 部局の長から指名された職員 

 (4) 保健管理センターの保健管理医及び「こころの健康相談」のカウンセラー 

２ 前項第３号の相談員の部局毎の人数については，防止委員会が定めるものとし，部局の長は，

相談員の指名に当たっては，女性の指名について配慮するものとする。 

３ 相談員の責務は，次に掲げるとおりとする。 
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 (1) ハラスメントに関する相談に応ずるとともに，自主的解決への支援等を行うこと。 

 (2) 関係者のプライバシー，名誉その他の人権を尊重するとともに相談内容に関して秘密保持に

留意すること。 

 (3) ハラスメントに関する相談を受けた場合は，被害を訴えた人の意向を確認の上，次条に定め

るアドバイザリー・ボードの座長に報告すること。 

 (4) アドバイザリー・ボードから報告のあった措置等について，被害を訴えた人に適宜報告する

こと。 

４ 相談員は，学長が委嘱する。 

５ 相談員の所属，氏名及び連絡先については，毎年明示するものとする。 

６ 第１項の規定にかかわらず，ハラスメントに関する相談は，相談員以外の職員に行うことがで

きる。この場合において，相談を受けた者は相談内容に関し秘密保持に留意し，被害を訴えた人

の意向を確認の上，アドバイザリー・ボードの座長に報告するものとする。 

 （ハラスメントアドバイザリーボード） 

第６条 大学にハラスメントに関する相談に対応するため，ハラスメントアドバイザリーボード

（以下「ボード」という。）を置く。 

２ ボードは，次に掲げる者をもって組織する。 

 (1) 第３条第２項第１号に規定する理事 

 (2) 事務局長 

 (3) 保健管理センター所長 

 (4) その他学長が必要と認めた者 

３ ボードに座長を置き，防止委員会の委員長をもって充てる。 

４ ボードは，相談員等からのハラスメントに関する相談についての報告に対し，被害を訴えた人

の意向を確認の上，相談の内容に応じた対処方法を決定するとともに，防止委員会の開催を要請

し，又は部局の長に適切な指示等を行うものとする。 

５ ボードの指示等を受けた部局の長は，適切に対処し，当該結果を速やかにボードの座長に報告

するものとする。 

６ ボードは，防止委員会等の措置について，必要に応じ，相談について報告のあった相談員等に

報告する。 

 （調査委員会） 

第７条 学長は，防止委員会委員長の要請に基づき，ハラスメント調査委員会（以下「調査委員

会」という。）を設置する。 

２ 調査委員会は，ハラスメントの生じた状況等を勘案して，防止委員会委員から２人及び学長が

指名した職員３人以上の委員をもって組織する。 

３ 委員長は，学長が指名する。 

４ 調査委員会は，当該ハラスメントに関する事実関係を調査し，調査の結果を速やかに学長に報

告するものとする。 

５ 調査委員会は，調査の実施に関し，学長が別に指名する外部専門家に適宜意見を求めるものと

する。 
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６ 調査委員会は，調査を行うに当たっては，被害を訴えた人及び加害者とされた人並びにその他

の関係者等から公正な事情聴取を行うものとし，事情聴取対象者のプライバシー，名誉その他の

人権を尊重するとともに，聴取事項等に関して秘密保持に留意しなければならない。 

７ 調査委員会は，前項の調査を行うに当たり，加害者とされた人にその旨を告知し，口頭又は文

書による弁明の機会を与えなければならない。 

８ 加害者とされた人は，弁明の際，必要な証拠を提出し，関係者等からの事情聴取を求めること

ができるとともに補佐人を指名し，その補佐を受けることができる。 

９ 調査委員会は，加害者とされた人が，弁明の機会を与えられたにもかかわらず，正当な理由も

なく欠席し，又は弁明書を提出しなかった場合は，この権利を放棄したものとみなす。 

10 その他調査委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 （調査結果への対処） 

第８条 学長は，調査委員会の調査結果により，ハラスメントの事実が明らかになった場合には，

国立大学法人神戸大学職員就業規則（平成16年４月１日制定）等の規定に基づき，ハラスメント

の行為者に対し，必要な措置を講ずるものとする。 

２ 学長は，調査委員会の調査結果を，被害を訴えた人及び加害者とされた人に通知するものとす

る。 

３ 学長は，調査委員会の調査結果を，必要に応じて関係する部局の長に通知するものとし，通知

を受けた部局の長は，必要な措置を講ずるものとする。 

 （調査結果等の取扱い） 

第９条 調査委員会の調査資料及び調査結果は，特段の事情がない限り公開しないものとする。 

 （不利益取扱いの禁止） 

第10条 相談員等及びハラスメントに起因する問題の対処に関わる者は，ハラスメントに関する相

談者，相談に係る調査への協力その他の対応をした職員又は学生等に対し，そのことをもって就

労上及び就学上不利益な取扱いをしてはならない。ただし，虚偽の申し出を行った場合はこの限

りでない。 

 （事  務） 

第11条 ハラスメントの防止，対応等に関する事務は，総務部人事労務課又は学務部学生支援課に

おいて行う。 

 （雑  則） 

第12条 この規程に定めるもののほか，この規程の実施に関し必要な事項は，別に定める。 

 

   附  則 

 この規程は，平成27年12月１日から施行する。   
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１ 神戸大学配置図  

①

 

 

②

③

 

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

 

⑩

⑪

六甲台地区（本部（事務局，保健管理センター）， 

工学研究科，システム情報学研究科，工学部 他） 

※詳細は次ページ参照。 

神戸大学附属中等教育学校，住吉寮，住吉学生国際宿舎 他

医学研究科，医学部医学科，医学研究科附属動物実験施設，

同感染症センター 他 

神戸大学附属幼稚園，同小学校 

神戸大学附属特別支援学校 

内海域環境教育研究センター 

農学研究科附属食資源教育研究センター 

保健学研究科，医学部保健学科 

インターナショナル・レジデンス， 

神戸大学統合研究拠点 他 

学而荘 

海事科学研究科，海事科学部 
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２ 六甲台キャンパス案内 
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３ 工学部・工学研究科・システム情報学研究科配置図 
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４ 工学部学舎平面図 
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５ システム情報学研究科・工学部（情報知能工学科）学舎平面図 
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６ 都市安全研究センター研究棟平面図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R１０１

事 務 室

２２．５

R１０３

学生

研究室

３０．０

R１０４－１

学生

研究室

３０．０

R１０７

学生

研 究 室

３０．０

R１０６

倉庫

１３．８

R１０５

ゼミ室

３０．０

R１０４－２

学生

研究室

３０．０

ＷＣ

R１０８

減災エリア

マネジメント

研 究 室

３０．０

玄 関

ホール

R２０１

学生
研究室

４０．０

R２０２
安全コミュニ

ケーション

研究室

３０．０

R２０３
社会基盤マ

ネジメント

研究室

３０．０

R２０４
安全コミュニ

ケーション

研究室

３０．０

R２０５

客員

研究室

３０．０

R２０６
社会基盤マネ

ジメント

研究室

３０．０

ＷＣ

R２０７

印刷室

１３．８

R２０８

会 議 室

６０．０

１ 階

２ 階

屋 根

Ｒ Ｐ０１

保管室

３０．７７

R102-1

技術

職員室

１１．２５

R102-2

ワーク

ルーム

１１．２５

― 318 ―



  

７ 先端膜工学研究拠点平面図 
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８ 教室設備等一覧表（カウンター教室使用ファイル） 

 

教室No 収容人数 車椅子 マイク 教育機器 教室No 収容人数 車椅子 マイク 教育機器 

LR201 150 可 ○ 
PJ(天吊型)，MP，

OHP 
※C1-201 38 可 ○ 

PJ(天吊型)，VHS，

DVD 

LR202 110 可 ○ PJ(天吊型)，OHP C1-301 120 不可 ○ 

PJ(天吊型)，教材提

示装置，VHS，DVD，

OHP 

LR203 66 可 × PJ(天吊型) ※C2-101 60 可 ○ 
PJ(天吊型)，VHS，

DVD 

LR204 66 可 × PJ(天吊型) ※C2-201 75 可 ○ 
PJ(天吊型)，VHS，

DVD 

LR301 150 可 ○ 
PJ(天吊型)，MP，

OHP 
※C2-202 26 可 × PJ(キャビン収納) 

LR302 110 可 ○ PJ(天吊型)，OHP ※C2-301 75 可 ○ 
PJ(天吊型)，VHS，

DVD 

LR303 66 可 × PJ(天吊型) ※C2-302 28 可 × 
PJ(キャビン収納)，

OHP 

LR304 66 可 × PJ(天吊型) ※C3-101 70 可 ○ 

PJ(天吊型)，教材提

示装置，VHS，DVD，

OHP 

LR401 150 可 ○ 
PJ(天吊型)，MP，

OHP 

※C3-201

(ｾﾞﾐﾅｰﾙ室1)
16 可 × PJ(キャビン収納) 

LR402 110 不可 ○ 
PJ(天吊型)，OHP，

VHS 

※C3-202

(ｾﾞﾐﾅｰﾙ室2)
16 可 × PJ(キャビン収納) 

LR403 66 不可 × PJ(天吊型) 
※C3-203

(ｾﾞﾐﾅｰﾙ室3)
16 可 × PJ(キャビン収納) 

LR404 66 不可 × PJ(天吊型) C3-302 179 
可 

(補助机)
○ 

PJ(天吊型)，教材提

示装置，VHS，DVD，

OHP 

LR501 300 可 ○ 

PJ(天吊型)，教材提

示装置，VHS，DVD(ボ

ックス内)，OHP 

※C4-201 102 可 ○ 

PJ(天吊型)，教材提

示装置，VHS，DVD，

OHP 

5W-301 112 不可 ○ 

PJ(天吊型)，教材提

示装置，VHS，DVD，

OHP 

※C4-301 102 可 ○ 
PJ(天吊型)，VHS，

DVD，OHP 

   

・※＝個人机又は長机（ほかはすべて連結机）。  

・可＝一部可動椅子あり・教室に段差なしのため，車椅子使用可 

不可＝完全固定座席等のため，車椅子使用不可 

・○＝マイクあり，×＝マイクなし。 

・スクリーンは全教室完備 

（機器名称略）PJ＝液晶プロジェクタ，MP＝マルチプロジェクタ， 

OHP＝オーバーヘッドプロジェクタ 
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９ 主な部局等所在地及び電話番号 

 

  
部  局  等  名 所  在  地 電 話 番 号 

学 務 課  803-5210
学 生 セ ン タ ー 

学生支援課  803-5221

キ ャ リ ア セ ン タ ー 

〒657-8501 

 神戸市灘区鶴甲1－2－1 
キャリア支援課  803-5218

保 健 管 理 セ ン タ ー 
〒657-8501 

 神戸市灘区六甲台町1－1 
803-5245

経 済 経 営 研 究 所 図 書 館 803-7025

社 会 科 学 系 図 書 館 

〒657-8501 

 神戸市灘区六甲台町2－1 803-7339

自 然 科 学 系 図 書 館 803-5306

人 文 科 学 図 書 館 

〒657-8501 

 神戸市灘区六甲台町1－1 803-5585

総 合 ・ 国 際 文 化 学 図 書 館 
〒657-8501 

 神戸市灘区鶴甲1－2－1 
803-7351

人 間 科 学 図 書 館 
〒657-8501 

 神戸市灘区鶴甲3－11 
803-7951

附 属 図 書 館 医 学 分 館 
〒650-0017 

 神戸市中央区楠町7－5－1 
382-5310

保 健 科 学 図 書 室 
〒654-0142 

 神戸市須磨区友ヶ丘7－10－2 
796-4505

附 属 図 書 館 海 事 科 学 分 館 
〒657-8501 

 神戸市東灘区深江南町5－1－1 
431-6239

情 報 基 盤 セ ン タ ー 803-5370

連 携 創 造 本 部 803-5945

遺 伝 子 実 験 セ ン タ ー 803-5955

バイオシグナル研究センター  

留 学 生 セ ン タ ー 803-5265

都 市 安 全 研 究 セ ン タ ー 803-6437

分子フォトサイエンス研究センター 803-5761

研 究 基 盤 セ ン タ ー 

〒657-8501 

 神戸市灘区六甲台町1－1 

803-5398

内海域環境教育研究センター 
〒656-2401 

 淡路市岩屋2746 
事 務 室(0799)72-2374

環 境 管 理 セ ン タ ー 803-5990

ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー 

文 学 部 

人 文 学 研 究 科 

〒657-8501 

 神戸市灘区六甲台町1－1 
教務学生係  803-5595
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部  局  等  名 所  在  地 電 話 番 号 

国 際 文 化 学 部 

国 際 文 化 学 研 究 科 

〒657-8501 

 神戸市灘区鶴甲1－2－1 
教務学生係  803-7530

発 達 科 学 部 

人 間 発 達 環 境 学 研 究 科 

〒657-8501 

 神戸市灘区鶴甲3－11 
教務学生係  803-7924

附 属 中 等 教 育 学 校 
〒658-0063 

 神戸市東灘区住吉山手5－11－1
  811-0232

附  属    小  学  校 

附  属    幼  稚  園 

〒673-0878 

 明石市山下町3－4 

小 学 校  912ｰ1642

幼 稚 園  911-8288

附 属 特 別 支 援 学 校 
〒674-0051 

 明石市大久保町大窪2752－4 
事 務 室  936-5683

法 学 部 

法 学 研 究 科 
教 務 係  803-7234

経 済 学 部 

経 済 学 研 究 科 
教 務 係  803-7250

経 営 学 部 

経 営 学 研 究 科 

〒657-8501 

 神戸市灘区六甲台町2－1 

教 務 係  803-7260

理 学 部 

理 学 研 究 科 

〒657-8501 

 神戸市灘区六甲台町1－1 
教務学生係  803-5767

医 学 部 医 学 科 

医 学 研 究 科 

〒650-0017 

 神戸市中央区楠町7－5－1 

教務学生係  382-5205

教務学生係  382-5193

附 属 病 院 
〒650-0017 

 神戸市中央区楠町7－5－2 
代   表  382-5111

医 学 部 保 健 学 科 

保 健 学 研 究 科 

〒654-0142 

 神戸市須磨区友ヶ丘7－10－2 
教務学生係  796-4504

工 学 部 

工 学 研 究 科 

シ ス テ ム 情 報 学 研 究 科 

教務学生係  803-6350

農 学 部 

農 学 研 究 科 

〒657-8501 

 神戸市灘区六甲台町1－1 

教務学生係  803-5928

附属食資源教育研究センター 
〒675-2103 

 加西市鶉野町1348 
事 務 室 (0790)49-0341

海 事 科 学 部 

海 事 科 学 研 究 科 

〒657-8501 

 神戸市東灘区深江南町5－1－1 

教 務 係  431-6223

学 生 係  431-6225

国 際 協 力 研 究 科 
〒657-8501 

 神戸市灘区六甲台町2－1 
教 務 係  803-7267

科学技術イノベーション研究科 
〒657-8501 

 神戸市灘区六甲台町1－1 
教務学生係  803-5474
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部  局  等  名 所  在  地 電 話 番 号 

経 済 経 営 研 究 所 附 属 

政 策 研 究 リ エ ゾ ン セ ン タ ー 

〒657-8501 

 神戸市灘区六甲台町2－1 
事   務  803-7272

インターナショナル・レジデンス 
〒650-0046 

 神戸市中央区港島中町2－4－2 
代   表  302-5335 

住 吉 寮 

住 吉 学 生 国 際 宿 舎 

〒658-0063 

 神戸市東灘区住吉山手7－3－1 
事 務 室  851-4075

白 鴎 寮 
〒658-0015 

 神戸市東灘区本山南町1－4－50
事 務 室  411-6231

国 維 寮 
〒657-0813  

 神戸市灘区高尾通3－2－33 
事 務 室  803-2710

女 子 寮 保安上の理由により所在地・電話番号は掲載していません。
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学 生 便 覧  2016 

 

神 戸 大 学 工 学 部 

 
〒657-8501 神戸市灘区六甲台町１－１ 

(078)803-6350 




